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Ⅰ　調査の概要及び回答者の属性



（１） 調査の目的

　第6期中標津町総合発展計画に基づく取組みに対する町民皆さんの意見や考え方を

把握し、今後の町政に反映させ計画的に施策を実施することを目的とします。

（２） 調査対象及び調査方法

◆ 調 査 対 象 ： ２０歳以上の町内に居住する男女

◆ 抽 出 法 ： 無作為抽出（住民基本台帳より抽出）

◆ 調 査 方 法 ： 郵送法（郵送による配布・回収）

◆ 調 査 時 期 ： 平成３０年５月

◆ 調 査 区 域 ： 中標津町内全域

（３） 配布数及び回収結果

◆ 配 布 数 ：

◆ 有効回収数 ：

◆ 有効回収率 ：

（４） 本調査結果報告書の留意点

　本報告書の内容について、次の点に留意して下さい。

○ 比率は百分率（％）で表し、、小数点以下２位を四捨五入して算出しているため、

合計が１００％を上下する場合もあります。

○ 基礎となるべき実数は、“回答数＝○○○”として掲載し、各比率は回答数を

１００％として算出しました。

○ 質問の終わりに【複数回答】とある問は、１人の回答者が複数の回答を出しても

よい問となっています。

○ 文中、グラフ中の選択肢の文言は一部簡略化しています。

○ 問の中には、「～に○をつけた方にうかがいます。」などさまざまな制限があり、

また、属性別での職業別など回答者が少なく、有意性の低いものも含まれます。

１　調査の概要

５００票

１４５票

２９．０％

1



（１） 一般町民（２０歳以上の町内に居住する男女）
① 性別

　回答者の性別構成は、「男性」が64名・44.1％、「女性」が65名・44.8％、

「無回答」が16名・11.0％となっています。

② 年齢

　回答者の年齢構成は、「70歳以上」が34名・23.4％で最も多く、次いで「50代」が

29名・20.0％、「60代」が27名・18.6％、「40代」が25名・17.2％、

「30代」が18名・12.4％、「20代」が10名・6.9％の順となっています。

③ 職業

　回答者の職業は、「その他サービス業等」が40名・27.6％で最も多く、次

いで「無職」が36名・24.8％、「主婦（夫）」が22名・15.2％、「パート

タイム・アルバイト」が19名・13.1％、「製造業・建設業」「卸小売業・

飲食業」が同数で7名・4.8％、「学生・その他」が6名・4.1％、「農林業」が

5名・3.4％、「無回答」が3名・2.1％の順となっています。

２　回答者の属性

男性, 44.1% 女性, 44.8% 無回答, 11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

145

20代, 

6.9%
30代, 12.4% 40代, 17.2% 50代, 20.0% 60代, 18.6% 70歳以上, 23.4%

無回答,1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

145

農林業, 3.4%

製造業・建設業, 4.8%

卸小売業・飲食業, 4.8%

その他ーサービス業等, 27.6%

パートタイム・アルバイト, 

13.1%

主婦（夫）, 15.2% 無職, 24.8%

学生・その他, 4.1%

無回答, 2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

145
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④ 通勤・通学先

　回答者の通勤・通学先は、「町内」が77名・53.1％で最も多く、次いで「該

当なし・その他」が38名・26.2％、「無回答」が19名・13.1%、「町外」が

11名・7.6%の順となっています。

⑤ 家族構成

　回答者の家族構成は、「親子（2世代）」が61名・42.1％で最も多く、次い

で「夫婦」が50名・34.5％、「親・子・孫」が15名・10.3％、「単身」が10

名・6.9％、「その他」が7名・4.8％の順となっています。

⑥ 出身地

　回答者の出身地は、「中標津町」が60名・41.4％で最も多く、次いで「根室

管内」が37名・25.5％、「道内」が31名・21.4％、「道外」が15名・10.3％

の順となっています。

⑦ 居住地

　回答者の居住地は、「中標津市街」が130名・89.7％で最も多く、次いで「

中標津町農協区域」が6名・4.1％、「計根別農協区域」が4名・2.8％、「計根

別市街」が3名・2.1％の順となっています。

町内, 53.1% 町外, 7.6%
該当なし・その他, 

26.2%

無回答, 13.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

145

夫婦, 34.5% 親子, 42.1%

親・子・孫, 10.3%

単身, 6.9% その他, 4.8%無回答, 1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

145

中標津町, 41.4% 根室管内, 25.5% 道内, 21.4% 道外, 

10.3%

無回答, 1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数

145

中標津市街, 89.7%

中標津町農協区域, 4.1%

計根別市街, 2.1%

計根別農協区域, 2.8%

無回答, 1.4%
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⑧ 居住年数

　回答者の居住歴は、「20年以上」が85名・58.6％で最も多く、次いで「5年

以上20年未満」が38名・26.2％、「1年以上5年未満」が13名・9.0％、「1年

未満」が8名・5.5％の順となっています。

1年未満, 5.5%

1年以上5年未満, 9.0%

5年以上20年未満, 

26.2%
20年以上, 58.6%

無回答,0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割合

回答数
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4



Ⅱ　まちづくり町民アンケート調査結果



まちへの愛着度について

　町民のまちに対する愛着度を把握するため、愛着を「感じている」、「どちらかといえば

感じている」、「どちらかといえば感じていない」、「感じていない」の中から１つを選ん

でもらいました。

　その結果、愛着を「感じている」と回答した人が75名・51.7％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば感じている」が52名・35.9％で続き、これらをあわせた“愛着を感じてい

る”という人が87.6％となりました。

　これに対して、“愛着を感じていない”（「どちらかといえば感じていない」15名・

10.3％及び「感じていない」2名・1.4％の合計）は17名・11.7％と約１割となって

おり、総じてまちへの愛着度は高いといえます。［図表１参照］

　性別で“愛着を感じている”率をみると、女性は87.7％、男性は87.5％と、ほぼ同様の

愛着度となっています。

　年齢別では、60代が96.3％“愛着を感じている”となっていますが、一方で30代では

61.1％と低くなっています。

　職業別・居住地・居住年数で“愛着を感じている”率の高い層をみると、職業別では

学生・その他が100.0％、次いで主婦（夫）が90.9％となっており、居住地

では中標津町農協区域（100.0％）、居住年数では20年以上（94.2％）などとなっていま

す。［図表2参照］

　● “愛着を感じている”が87.6％。一方、“愛着を感じていない”は11.7％。

図表１ まちへの愛着度について（全体）

１　愛着度・定住意向について

（１）

　問２　あなたは、中標津町に「自分のまち」としての愛着を感じていますか。

▼

感じている, 51.7%
どちらかといえば感じ

ている, 35.9%

どちらかといえば感じていな

い, 10.3%

感じていない, 1.4%

無回答, 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

回答数

145
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図表2 まちへの愛着度について（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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今後の定住意向について

　今後も町に住み続けたいかどうかをたずねたところ、「住み続けたい」と答えた人が82

名・56.6％で最も多く、これに「どちらかといえば住み続けたい」（41名・28.3％）を

あわせた123名・84.9％の人が“住み続けたい”という意向を示しています。

　一方、「どちらかといえば住みたくない」（21名・14.5％）及び「住みたくない」（

1名・0.7％）と答えた“住みたくない”という人の合計は22名・15.2％と１割程度に

とどまり、定住意向が強い結果となっています。［図表３参照］

　性別で“住み続けたい”率をみると、男性が87.5％、女性が83.1％と男性が4.4ポイン

ト上回っており、男性の方が定住意向が比較的高いことがうかがえます。

　年齢別では、60代の“住み続けたい”率が、100.0％と最も高い結果となっていま

す。

　一方で30代では“住み続けたい”率が55.6％と最も低い結果となっています。

　職業別・居住年数・居住地別で“住み続けたい”率の高い層をみると、職業別では卸小売

業・飲食業及び学生・その他（100.0％）、居住地では中標津市街（85.3％）、居

住年数では20年以上（94.1％）などとなっています。［図表４参照］

図表３ 今後の定住意向について（全体）

（２）

　　問３① あなたは、今後も中標津町に住み続けたいと思いますか。

▼

　　● “住み続けたい”が84.9％、一方、“住みたくない”は15.2％。

住み続けたい, 56.6%
どちらかといえば住

み続けたい, 28.3%

どちらかといえば

住みたくない, 14.5%

住みたくない, 0.7%

無回答, 0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

回答数

145
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図表４ 今後の定住意向について（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらかといえば住みたくない 住みたくない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

5

7

7

30

19

22

36

6

回答数

145

性
別

年
齢

職
業

居
住
地

居
住
年
数
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住み続けたい主な理由

　問３で“住み続けたい”と回答した人（全体の84.9％・123名）にその理由をたずね

たところ、「日常の買い物が便利だから」と「生活する環境が便利だから」が同率

（17.0％）第１位に挙げられ、次いで「自然が豊かだから」（16.1％）が続き、以下

「親や親戚がいる住み慣れた土地だから」（14.2％）、「友人など人間関係があるから」

（12.4％）などの順となっています。［図表５参照］

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

50年以上居住しているから

空港が近いから

（３）

　問３② 住み続けたい主な理由は何ですか。（①で「１．」または「２．」に○をつけた
　　 　　方のみ）【複数回答】

▼

　● 「日常の買い物が便利だから」、「生活する環境が便利だから」が同率で第１位。
　　次いで、「自然が豊かだから」の順。

図表５ 住み続けたい主な理由（全体／複数回答）

長男が同所で酪農している

温泉がある

17.0%

17.0%

16.1%

14.2%

12.4%

9.9%

3.1%

3.1%

2.5%

1.9%

1.2%

1.5%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

日常の買い物が便利だから

生活する環境が便利だから

自然が豊かだから

親や親戚がいる住み慣れた土地だから

友人など人間関係があるから

職場があるから

通勤や通学が便利だから

特に理由はない

医療や福祉が充実しているから

町の将来に希望が持てるから

教育環境がよいから

その他

回答数=323
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住みたくない主な理由

　問３で“住みたくない”と回答した人（全体の15.2％・22名）にその理由をたずねた

ところ、「保健・医療・福祉分野のサービスや施設が不十分」（24.4％）が第１位に挙

げられ、次いで「道路事情や交通の便が悪い」（15.6％）が続き、以下「子どもの保育・

教育のことが心配」（11.1％）、「日常の買い物が不便」（8.9％）などの順となって

います。［図表６参照］

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

子供に障がいがあるため。車以外でも移動しやすい所へ行きたい

標津・別海の方が経済的支援が大きいから

　● 「保健・医療・福祉分野のサービスや施設が不十分」が第１位。次いで「道路事情
　　　や交通の便が悪い」、「子どもの保育・教育のことが心配」の順。

図表６ 住みたくない主な理由（全体／複数回答）

携帯の電波、ネット環境

▼

地元に帰りたい

（４）

　問３③ 住みたくない主な理由は何ですか。（①で「３．」または「４．」に○をつけ
　　　　 た方のみ）【複数回答】

24.4%

15.6%

11.1%

8.9%

6.7%

4.4%

4.4%

2.2%

2.2%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

保険・医療・福祉分野のサービスや施設が不十分

道路事情や交通の便が悪い

子どもの保育・教育のことが心配

日常の買い物が不便

消防・防災・防犯体制に不安を感じる

町内に適当な職場が少ない

情報通信基盤が整っていない

生活基盤施設の整備が遅れている

地域の行事や近所づきあいが面倒

スポーツ施設や文化施設が不十分

コミュニティ活動など住民の交流がない

その他

回答数＝45
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中標津町全体について

　全体的なまちづくりに対する満足度についてたずねたところ、「どちらかといえば満足し

ている」と答えた人が45.5％、これに「満足している」（11.7％）をあわせた“満足して

いる”という人が57.2％となっています。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（34.5％）及び「満

足していない」（4.8％）の合計）は39.3％となっており、全体的に満足している町民が

過半数を占めています。

　年齢別の“満足している”率は、60代が（74.1％）と7割を超えていますが、40

代は（40.0％）と4割にとどまっています。[図表７参照]

○この設問に対する具体的な回答は87ページに掲載しています。

　● “満足している”が57.2％、“満足していない”が39.3％。

図表７ 中標津町のまちづくりに満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

２　中標津町の取り組みに対する町民の声

（１）

　問４　全体的にみた中標津町のまちづくりに満足していますか。

▼

11.7%

15.6%

4.6%

20.0%

12.0%

10.3%

11.1%

17.6%

11.5%

16.7%

0.0%

25.0%

45.5%

35.9%

56.9%

40.0%

50.0%

28.0%

44.8%

63.0%

44.1%

46.2%

66.7%

33.3%

0.0%

34.5%

39.1%

32.3%

30.0%

33.3%

48.0%

37.9%

22.2%

35.3%

33.8%

16.7%

66.7%

75.0%

4.8%

7.8%

1.5%

0.0%

16.7%

8.0%

3.4%

0.0%

0.0%

5.4%

0.0%

3.4%

1.6%

4.6%

10.0%

4.0%

3.4%

3.7%

2.9%

3.1%

0.0%

0.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数
145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　「どちらかといえば関心を持っている」と答えた人が49.0％で、これに「関心を持っている」

（17.9％）をあわせた“関心を持っている”という人が66.9％となりました。

　一方、“関心を持っていない”（「どちらかといえば関心を持っていない」（20.0％）及び

「関心を持っていない」（5.5％）の合計）は25.5％となり、関心を持っている人が持っていな

い人を３割以上上回る結果となりました。

　性別でみると、女性（70.7％）が男性（68.7％）より若干関心が高いことがうかがえます。

　年齢別でみると、40代が76.0％と高く、次いで70歳以上が73.5％、50代が72.4％となって

います。[図表８参照]

　

図表８ まちの計画や取り組みへの関心について（全体、性別、年齢、居住地）

　● “関心を持っている”が66.9％、“関心を持っていない”が25.5％。

▼

　問５　まちの計画や取り組みに関心を持っていますか。

17.9%

28.1%

9.2%

10.0%

16.7%

20.0%

27.6%

3.7%

23.5%

17.7%

33.3%

0.0%

25.0%

49.0%

40.6%

61.5%

40.0%

50.0%

56.0%

44.8%

51.9%

50.0%

50.0%

50.0%

33.3%

50.0%

20.0%

15.6%

21.5%

30.0%

22.2%

16.0%

17.2%

29.6%

8.8%

20.0%

16.7%

33.3%

0.0%

5.5%

7.8%

3.1%

10.0%

11.1%

8.0%

3.4%

3.7%

2.9%

6.2%

0.0%

7.6%

7.8%

4.6%

10.0%

6.9%

11.1%

14.7%

6.2%

0.0%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

関心を持っている どちらかといえば関心を持っている どちらかといえば関心を持っていない 関心を持っていない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　「どちらかといえばそう感じる」（32.4％）と「そう感じる」（6.2％）をあわせた“そう感

じる”が38.6％、一方“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（34.5％）と

「そう感じない」（9.0％）の合計）が43.5％となり、町民と行政が協力してまちづくりが進

められていると感じる人が、そう感じない人を下回っています。

　年齢別でみると、概ね加齢とともに“そう感じる”率が高くなり、70歳以上では55.9%の

人が“そう感じる”と回答しています。[図表９参照]

　

図表９ 町民と行政が協力してまちづくりを行っているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は88ページに掲載しています。

　問６　町民と行政が協力してまちづくりが進められていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が38.6％、“そう感じない”が43.5％。

6.2%

7.8%

4.6%

10.0%

5.6%

10.3%

0.0%

11.8%

5.4%

16.7%

0.0%

25.0%

32.4%

35.9%

30.8%

30.0%

22.2%

32.0%

17.2%

40.7%

44.1%

31.5%

50.0%

33.3%

25.0%

34.5%

34.4%

36.9%

30.0%

44.4%

40.0%

41.4%

37.0%

20.6%

36.2%

16.7%

33.3%

25.0%

9.0%

9.4%

9.2%

10.0%

16.7%

8.0%

10.3%

3.7%

5.9%

10.0%

0.0%

0.0%

17.9%

12.5%

18.5%

12.5%

11.1%

20.0%

20.7%

18.5%

29.6%

16.9%

16.7%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後のまちづくりにおいて、どのような特色のあるまちにするべきかたずねたところ、「健康

で安心して暮らせるまち」（27.5％）が第１位にあげられ、次いで「便利で快適に暮らせるま

ち」（20.9％）、「自然と共生する美しいまち」（10.6％）、「酪農や商工業など

活力ある産業のまち」（10.3％）、「多くの人が訪れる観光・交流のまち」（9.9％）の順とな

りました。

　年齢別では、全ての年代で「健康で安心して暮らせるまち」が第１位となっています。

[図表１０～１１参照]

図表１０ どのような特色のあるまちにするべきか（全体／複数回答）

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

娯楽施設があるといい

子どもの保障が手厚い町、永住したくなるような住宅補助

信頼出来る医療

光熱費、水道料金などが安い町。自然エネルギーを活用するなど。

高齢者が元気な町

図表11 どのような特色のあるまちにするべきか（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

便利で快適に暮らせるまち 同率複数のため省略
37.1 20.0

　問７　今後のまちづくりにおいて、中標津町をどのような特色のあるまちにすべきだと考えま
　　　　すか。【複数回答】

▼

　●「健康で安心して暮らせるまち」が第１位。次いで「便利で快適に暮らせるまち」、
　　「自然と共生する美しいまち」、の順。

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 同率複数のため省略

31.6 （同率1位）31.6 -
30代

健康で安心して暮らせるまち

-
40代

健康で安心して暮らせるまち 自然と共生する美しいまち 同率複数のため省略
19.1 17.0 -

50代
健康で安心して暮らせるまち 広域的な拠点都市機能が集積したまち 同率複数のため省略

22.2 16.7 -
60代

健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 同率複数のため省略
32.7 26.9 -

70歳以上
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 酪農や商工業など活力のある産業のまち

27.4 24.2 16.1

居
住
地

中標津市街
健康で安心して暮らせるまち 便利で快適に暮らせるまち 自然と共生する美しいまち

27.5 21.3 10.7

中標津町農協区域
健康で安心して暮らせるまち 同率複数のため省略 同率複数のため省略

25.0 - -
計根別市街

便利で快適に暮らせるまち 町民同士がふれあい豊かに暮らすまち 同率複数のため省略
33.3 （同率1位）33.3 -

計根別農協区域
健康で安心して暮らせるまち 同率複数のため省略 同率複数のため省略

50.0 - -

27.5%

20.9%

10.6%

10.3%

9.9%

8.8%

5.5%

4.4%

2.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

健康で安心して暮らせるまち

便利で快適に暮らせるまち

自然と共生する美しいまち

酪農や商工業など活力ある産業のまち

多くの人が訪れる観光・交流のまち

広域的な拠点都市機能が集積したまち

教育文化スポーツ等の水準の高いまち

町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他
回答数＝273
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生活環境について

　中心市街地の利便性について、たずねたところ、「どちらかといえばそう感じる」（36

.6％）これに「そう感じる」（22.8％）を合わせた“そう感じる”人は59.4％となってい

ます。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」31.0％、「そう感じない」

4.8％の合計）は35.8％となっており、全体的には中心市街地は便利で利用しやすいと感じ

ている町民が半数以上を占めています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が（51.6％）､女性が（66.1％)と女性が14.5ポイ

ント上回っています。

　年齢別の割合は20代が70.0％と一番高く、他の年代では約50％以上の方が中心市街地

は便利で利用しやすいと感じています。[図表12参照]

○この設問に対する具体的な回答は89ページに掲載しています。

　● “そう感じる”が59.4％、“そう感じない”が35.8％。

図表１２ 中心市街地は便利で利用しやすいか（全体、性別、年齢、居住地）

（２）

　問８　中心市街地は便利で利用しやすいと感じますか。

▼

22.8%

21.9%

24.6%

20.0%

27.8%

8.0%

31.0%

18.5%

29.4%

23.8%

16.7%

0.0%

25.0%

36.6%

29.7%

41.5%

50.0%

38.9%

40.0%

20.7%

44.4%

35.3%

36.9%

50.0%

33.3%

25.0%

31.0%

35.9%

29.2%

30.0%

16.7%

48.0%

34.5%

29.6%

23.5%

30.0%

33.3%

33.3%

50.0%

4.8%

7.8%

3.1%

0.0%

16.7%

4.0%

6.9%

3.7%

0.0%

5.4%

4.8%

4.7%

1.5%

6.9%

3.7%

11.8%

3.8%

0.0%

33.3%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　道路や河川などが適切に維持管理されているかについてたずねたところ、「どちらといえばそ

う感じる」（40.7％）、これに「そう感じる」（15.9％）を合わせた“そう感じる”人は56.6

％となっています。

　一方、“そう感じない”(｢どちらといえばそう感じない｣(31.7％)、｢そう感じない｣(7.6％）

合計）は39.3％となっています。

　性別で“そう感じる人”の割合は男性が54.7％、女性が60.0％と女性が5.3ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は30代が72.2％と高い一方50代では51.7％と低くなって

います。[図表13参照]

○この設問に対する具体的な回答は90ページに掲載しています。

　問9　道路や河川などが適切に維持管理（側溝清掃、草刈りなど）されていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が56.6％、“そう感じない”が39.3％。

図表１３ 道路や河川などが適切に維持管理されていると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

15.9%

20.3%

9.2%

30.0%

11.1%

20.0%

13.8%

11.1%

17.6%

15.4%

16.7%

0.0%

50.0%

40.7%

34.4%
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　「まちの緑」に満足しているかたずねたところ、「どちらかといえば満足している」(42.1%)

と、これに｢満足している｣(31.0%)をあわせた“満足している”という人が73.1%となってい

ます。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（18.6％）「満足してい

ない」（2.1％)の合計）は20.7％となっています。

　性別で“満足している”人は男性(81.2%)、女性（64.6%）と男性が16.6ポイント上回って

います。

　年齢別の“満足している”人の割合は、40代（84.0%）が高く、一方70歳以上（61.8%）

と低くなっています。[図表１４参照]

図表１４ 「まちの緑」に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は91ページに掲載しています。

　問10　自然、公園、家の周辺などの「まちの緑」に満足していますか。

▼

　●“満足している”が73.1％、“満足していない”が20.7％。
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　公共交通（バス）を利用して、便利に暮らすことができるかについてたずねたところ、「どち

らかといえばそう感じる」が24.1％、これに「そう感じる」9.7％を合わせた“そう感じる”人

は33.8％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（35.2％）「そう感じない」

（22.1％）の合計）は57.3％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合では男性が25.1%、女性が37.0%と女性が11.9ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は70歳以上が52.9％となっていますが30代では22.2%と

低くなっています。[図表15参照]

図表15 公共交通（バス）を利用して便利に暮らすことができるか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は92ページに掲載しています。

　問11　公共交通（バス）を利用して、便利に暮らすことができると感じますか。

▼

　●“そう感じる”が33.8％、“そう感じない”が57.3％。
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8.0%
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7.4%

17.6%

10.0%

0.0%

25.0%

24.1%

18.8%

26.2%

10.0%

22.2%

16.0%

17.2%

29.6%

35.3%

22.3%

50.0%

33.3%

25.0%

35.2%

39.1%

36.9%
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44.4%

48.0%
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　中標津空港の利便性に満足しているかたずねたところ、「どちらかといえば満足している」

(37.9%)これに｢満足している｣(29.0%)をあわせた“満足している”という人が66.9%となっ

ています。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（20.7％）「満足してい

ない」（6.2％）の合計）は26.9％となっています。

　性別で“満足している”人の割合は男性（67.2%）、女性（64.6%）となり、女性の方が

2.6ポイント低くなっています。

　年齢別の“満足している”人の割合は、70歳以上が76.5%と高くなっていますが、40代

は56.0%と低くなっています。[図表16参照]

図表16 中標津空港の利便性に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は93ページに掲載しています。

　問12　中標津空港利用の利便性に満足していますか。

▼

　●“満足している”が66.9％、“満足していない”が26.9％。
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　町内及びその周辺で必要な道路、交通手段についてたずねたところ、「路線バスの利便性向上

」（24.2％）が第１位に挙げられ、次いで「地区内の身近な生活道路の整備充実」（23.8％)、

同率で｢中標津空港の航路の充実」「広域幹線道路（国・道道）の整備充実」（16.0％）、

「町内幹線道路の整備充実」（15.2％）などの順となっています。

　年齢別で見ると20代は「広域幹線道路（国・道道）の整備充実」、30代は「中標津空港の

航路の充実」、40代と60代は「路線バスの利便性向上」、50代と70歳以上は「地区内の身近な

生活道路の整備充実」となっています。

[図表17～18参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

空路の低価格化
高速道路

25.0 -
計根別農協区域

地区内の身近な生活道路の整備充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略
37.5 - -

中標津空港の航路の充実 路線バスの利便性向上
22.2 （同率１位）22.2 （同率１位）22.2

計根別市街
地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上 同率複数のため省略

50.0

居
住
地

中標津市街
路線バスの利便性向上 地区内の身近な生活道路の整備充実 同率複数のため省略

25.6 23.7 -
中標津町農協区域

広域幹線道路（国・道道）の整備充実

70歳以上
地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上 広域幹線道路（国・道道）の整備充実

34.0 32.1 15.1

60代
路線バスの利便性向上 地区内の身近な生活道路の整備充実 中標津空港の航路の充実

27.3 22.7 20.5

（同率１位）20.5 18.2

50代
地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上 中標津空港の航路の充実

25.5 23.5 19.6

地区内の身近な生活道路の整備充実 路線バスの利便性向上
23.3 （同率１位）23.3 20.0

40代
路線バスの利便性向上 広域幹線道路（国・道道）の整備充実町内幹線道路の整備充実

20.5

年
　
　
　
　
齢

20代
広域幹線道路（国・道道）の整備充実 町内幹線道路の整備充実 中標津空港の航路の充実

26.3 （同率１位）26.3 21.1

30代
中標津空港の航路の充実

　問13　今後、町及びその周辺ではどのような道路、交通手段が必要と考えますか。
　　　　【複数回答】

▼

　● 「路線バスの利便性向上」が第１位。次いで「地区内の身近な生活道路の整備充実」、
　　 「中標津空港の航路の充実」、「広域幹線道路（国・道道）の整備充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表17 今後必要な道路交通手段について（全体／複数回答）

図表18 今後必要な道路交通手段について（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

24.2%

23.8%

16.0%

16.0%

15.2%

4.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

路線バスの利便性向上

地区内の身近な生活道路の整備充実

中標津空港の航路の充実

広域幹線道路（国・道道）の整備充実

町内幹線道路の整備充実

その他

回答数＝244
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　安定して水道水が利用できていると感じるかについてたずねたところ、｢そう感じる｣(69.7％)

に｢どちらかといえばそう感じる」（17.9％）を合わせた“そう感じる”人は87.6％となって

います。

　一方、“そう感じない”(｢どちらかといえばそう感じない｣(4.8％)｢そう感じない」（0.7％）

の合計）は5.5％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が90.6%、女性が89.2%と男性が1.4ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代と30代が9割以上となっていますが、他の年齢層

では約8割となっています。

　居住地別で“そう感じる”人の割合は中標津市街区域では89.2％ですが、計根別市街区域

は66.7%と低くなっています。[図表19参照]

○この設問に対する具体的な回答は94ページに掲載しています。

　問14　安定して水道水が利用できていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が87.6％、“そう感じない”が5.5％。

図表19  安定して水道水が利用できているか（全体、性別、年齢、居住地）
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75.0%

69.2%

90.0%

55.6%
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72.4%

63.0%

70.6%

70.0%

83.3%

66.7%

50.0%

17.9%

15.6%

20.0%
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38.9%

16.0%

10.3%

22.2%

14.7%

19.2%

0.0%

0.0%

25.0%

4.8%
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3.1%

0.0%
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8.0%
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0.0%

2.9%

5.4%

0.0%

0.7%

0.0%

1.5%

0.0%

4.0%

0.8%

0.0%

6.9%

4.7%

6.2%
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14.8%

11.8%

4.6%

16.7%

33.3%

25.0%
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男性
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40代

50代

60代

70歳以上
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　墓地の施設に満足しているかたずねたところ、｢どちらかといえば満足している｣(37.9%)、

これに｢満足している｣(23.4%)をあわせた“満足している”という人が61.3％となっていま

す。

　一方、“満足していない”（「どちらかといえば満足していない」（13.1％）「満足してい

ない」（2.8％)の合計）は15.9％となっています。

　性別で“満足している”人は男性(62.5%)、女性（60.0%）と男性が2.5ポイント上回って

います。

　年齢別の“満足している”人は、20代（80.0%）、30代（83.3％）と8割を超えています

が、50代は（44.8%）と低くなっています。[図表20参照]

○この設問に対する具体的な回答は95ページに掲載しています。

　問15　墓地の施設に満足していますか。

▼

　● “満足している”が61.3％、“満足していない”が15.9％。

図表20 墓地の施設に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）
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　今後必要な施設整備についてたずねたところ、「道路の改良、舗装」（22.2％）が第１位に

挙げられ、次いで、｢高齢者福祉施設｣（20.2％）、｢街路灯・防犯灯｣（13.7％）、｢公園、

子どもの遊び場(ひろば)｣（12.9％）で続き、以下「商店・スーパー｣（8.1％）、｢下水道・

排水路｣（5.2％）、「道路側溝の整備」(4.8％)などの順となっています。

　年齢別の第１位は、20代、30代が「公園、子どもの遊び場（ひろば）」、40代、60代、

70歳以上は「道路の改良、舗装」、50代では「高齢者福祉施設」となっています。

　また、居住地別の第１位は、計根別市街が複数になっていますが、中標津市街、計根別農協

区域では「道路の改良、舗装」、中標津町農協区域では「高齢者福祉施設」となっています。

[図表21～22参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

-

図表21 今後必要な施設整備について（全体／複数回答）

図表22 今後必要な施設整備について（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

空き家対策
冬期間の身近なところの雪捨て場
道の駅

道路の改良、舗装 高齢者福祉施設 同率複数のため省略

同率複数のため省略

防犯カメラ等

42.9 28.6 -

街路灯・防犯灯

公共交通の充実
冬の除雪車をもっと増やしてへき地の除雪をちゃんとしてほしい

- -
計根別農協区域

33.3 22.2 -
計根別市街

高齢者福祉施設 同率複数のため省略 同率複数のため省略
50.0

居
住
地

中標津市街
道路の改良、舗装 高齢者福祉施設 公園、子どもの遊び場

21.8 19.1 13.8

中標津町農協区域
高齢者福祉施設

70歳以上
道路の改良、舗装 高齢者福祉施設 道路側溝の整備

26.8 25.0 14.3

60代
道路の改良、舗装 高齢者福祉施設 街路灯・防犯灯

27.5 25.0 17.5

-
50代

高齢者福祉施設 道路の改良、舗装 街路灯・防犯灯
26.5 20.4 12.2

街路灯・防犯灯
34.3 17.1 14.3

40代
道路の改良、舗装 同率複数のため省略 同率複数のため省略

20.0 -

年
　
　
　
　
齢

20代
公園、子どもの遊び場 同率複数のため省略 同率複数のため省略

25.0 -
30代

公園、子どもの遊び場 道路の改良、舗装

　問16　身近な生活環境のなかで、今後どのような施設の整備充実が必要だと思いますか。
　　　　【複数回答】

▼

　●「道路の改良、舗装」が第１位。次いで「高齢者福祉施設」の順。

第１位 第２位 第３位

22.2%

20.2%
13.7%

12.9%
8.1%

5.2%
4.8%

4.4%
3.2%

1.2%
0.8%

3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

道路の改良、舗装

高齢者福祉施設

街路灯・防犯灯

公園、子どもの遊び場（ひろば）

商店・スーパー

下水道・排水路

道路側溝の整備

障がい者福祉施設

ガードレール等交通安全施設

駐車場

集会所

その他
回答数＝248
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　お住まいの地域は、良好なまちなみ（住環境）であると感じるかについてたずねたところ、

｢どちらかといえばそう感じる」（45.5％）に｢そう感じる｣(26.9％)を合わせた“そう感じ

る”は72.4％となっています。

　一方、“そう感じない”(｢どちらかといえばそう感じない｣(16.6％)｢そう感じない｣(5.5％)

の合計）は22.1％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が76.6%、女性が73.9%と男性が2.7ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代が90.0％と高くなっていますが30代では

61.1%と低くなっています。[図表23参照]

○この設問に対する具体的な回答は95ページに掲載しています。

　問17　お住まいの地域は「良好なまちなみ（住環境）である」と感じますか。

▼

　●“そう感じる”が72.4％、“そう感じない”が22.1％。

図表23 住んでいる地域は良好なまちなみと感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

26.9%

29.7%

23.1%

60.0%

16.7%

28.0%

27.6%

25.9%

23.5%

26.2%

50.0%

0.0%
50.0%

45.5%

46.9%

50.8%

30.0%

44.4%

48.0%

44.8%

55.6%

41.2%

48.5%

16.7%

0.0%

25.0%

16.6%

14.1%

16.9%

10.0%

27.8%

20.0%

17.2%

7.4%

17.6%

15.4%

16.7%

66.7%

25.0%

5.5%

4.7%

6.2%

11.1%

0.0%

6.9%

3.7%

5.9%

6.2%

0.0%

0.0%

5.5%

4.7%

3.1%

4.0%

3.4%

7.4%

11.8%

3.8%

16.7%

33.3%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　自然環境や生活環境を保全するために必要な取組みについてたずねたところ、「不法投棄など

取り締まりの強化｣（22.2％）が第１位に挙げられ、次いで「みどりあふれる景観づくりの支

援｣(16.7％)､｢環境美化活動の支援」(16.3％)､｢ごみ減量化・リサイクル活動の支援」(11.3％)

などの順となっています。

　年齢別でみると30代は「みどりあふれる景観づくりの支援」、40代は｢ごみ減量化・リサイ

クル活動の支援」、その他の年代では、「不法投棄など取り締まりの強化」が第１位となってい

ます。

[図表24～25参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

空き家対策

図表24 自然環境や生活環境の保全について（全体／複数回答）

図表25 自然環境や生活環境の保全について（全体、年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

交通安全、マナーの徹底

　問18　地域の自然環境や生活環境を保全するため、今後どのような取り組みが必要だと思い
　　　　ますか。【複数回答】

▼

　● 「不法投棄など取り締まりの強化」が第１位。「みどりあふれる景観づくりの支
　　　援」が続く。

第１位 第２位 第３位

全 体
不法投棄などの取り締まりの強化 みどりあふれる景観づくりの支援 環境美化活動の支援

22.2 16.7 16.3

年
　
　
　
　
齢

20代
不法投棄など取り締まりの強化 省エネルギーや新エネルギーの導入 環境美化活動の支援

23.5 （同率１位）23.5 17.6

30代
みどりあふれる景観づくりの支援 環境美化活動の支援 ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援

30.0 20.0 （同率２位）20.0

40代
ごみ減量化・ﾘｻｲｸﾙ活動の支援 不法投棄など取り締まりの強化 みどりあふれる景観づくりの支援

19.4 （同率１位）19.4 16.7

50代
不法投棄など取り締まりの強化 みどりあふれる景観づくりの支援 省エネルギーや新エネルギーの導入

21.2 17.3 15.4

60代
不法投棄など取り締まりの強化 環境美化活動の支援 みどりあふれる景観づくりの支援

28.3 17.4 13.0

70歳以上
不法投棄など取り締まりの強化 環境美化活動の支援 みどりあふれる景観づくりの支援

25.5 16.4 14.5

居
住
地

中標津市街
不法投棄など取り締まりの強化 環境美化活動の支援 みどりあふれる景観づくりの支援

23.0 16.4 （同率２位）16.4

中標津町農協区域
不法投棄など取り締まりの強化 自然環境の調査・監視体制の強化 同率複数のため省略

30.0 20.0 -
計根別市街

環境保全意識の啓発 環境美化活動の支援 省エネルギーや新エネルギーの導入
50.0 25.0 （同率２位）25.0

計根別農協区域
みどりあふれる景観づくりの支援 河川の水質浄化対策の推進 同率複数のため省略

50.0 25.0 -

22.2%

16.7%

16.3%

11.3%

10.0%

6.3%

5.9%

5.9%

3.3%

2.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

不法投棄など取り締まりの強化

みどりあふれる景観づくりの支援

環境美化活動の支援

ごみ減量化・リサイクル活動の支援

省エネルギーや新エネルギーの導入

河川の水質浄化対策の推進

環境保全意識の啓発

自然環境の調査・監視体制の強化

自然保護運動の支援

その他

回答数＝239
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　日常生活でインターネットなど活用しているかたずねたところ、｢活用している」（44.8％）

に｢どちらかといえば活用している｣(10.3％)を合わせた55.1％の人が“活用している”と回答

しています。

　一方、“活用していない”（｢活用していない｣(33.8％)「どちらかといえば活用していない」

(7.6％）の合計）人は41.4％となっています。

　性別で“活用している”人は男性が59.4%、女性が53.8%と男性が5.6ポイント上回ってい

ます。

　年齢別ではインターネットを活用している人は、ほとんどが8割を超えていますが、

一方で60代と70歳以上では約2割以下と低くなっています。[図表26参照]

　問19　日常生活でインターネットなどを活用していますか。

▼

　● “活用している”が55.1％、“活用していない”が41.4％。

図表26 インターネットの活用について（全体、性別、年齢、居住地）

44.8%

45.3%

44.6%

80.0%

72.2%

88.0%

55.2%

7.4%

8.8%

45.4%

50.0%

0.0%

25.0%

10.3%

14.1%

9.2%

0.0%

16.7%

0.0%

27.6%

11.1%

2.9%

10.8%

0.0%

25.0%

7.6%

7.8%

9.2%

8.0%

3.4%

25.9%

2.9%

6.9%

33.3%

0.0%

33.8%

31.3%

33.8%

20.0%

5.6%

4.0%

10.3%

55.6%

76.5%

34.6%

16.7%

66.7%

25.0%

3.4%

1.6%

3.1%

5.6%

0.0%

3.4%

0.0%

8.8%

2.3%

0.0%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

活用している どちらかといえば活用している どちらかといえば活用していない 活用していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　インターネットを活用した社会に対応するため、今後の必要な取り組みについてたずねたと

ころ、「情報弱者への対応」（27.1％）が第１位に挙げられ、次いで「個人情報保護対策等

セキュリティ強化」（17.0％）、「情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備」（13.8％）、

「各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供」（12.4％）などの順となっていま

す。

　年齢別の第１位は、20代・30代・40代で「情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備」

となり、その他の世代では「情報弱者への対応」となっています。[図表27～28参照]

図表27 インターネット活用に対する今後の取組みについて（全体／複数回答）

図表28 インターネット活用に対する今後の取組みについて（年齢、居住地／複数回答）

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。情報弱者への対応

利用しない

　問20　インターネットを活用した社会に対応するため、今後どのような取り組みが必要
　　　だと思いますか。【複数回答】

▼

　●「情報弱者への対応」が第１位。次いで「個人情報保護対策等セキュリティ強化」、
　　「情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備」の順。

（上位3位　％）

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 申請・届出など手続きの電子化 学校・生涯学習など情報教育の充実

31.3 18.8 （同率2位）18.8

30代
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 申請・届出など手続きの電子化 情報弱者への対応

21.9 （同率１位）21.9 18.8

40代
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ強化

21.4 19.0 16.7

50代
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ 各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

24.0 22.0 14.0

60代
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ 各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

40.6 18.8 15.6

70歳以上
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ 各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

37.2 20.9 11.6

居
住
地

中標津市街
情報弱者への対応 個人情報保護対策等セキュリティ 各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

27.3 17.2 13.1

中標津町農協区域
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 町のホームページの充実 同率複数のため省略

37.5 25.0 -
計根別市街

情報弱者への対応 学校・生涯学習など情報教育の充実 個人情報保護対策等セキュリティ強化

50.0 25.0 （同率2位）25.0

計根別農協区域
情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備 同率複数のため省略 同率複数のため省略

33.3 - -

27.1%

17.0%

13.8%

12.4%

11.5%

10.6%

6.0%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

情報弱者への対応

個人情報保護対策等セキュリティ強化

情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備

各種行政情報など多様な分野での情報サービスの提供

学校・生涯学習など情報教育の充実

申請・届出など手続きの電子化

町のホームページの充実

その他

回答数＝218
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　日頃から家庭で災害への備えをしているかたずねたところ、｢どちらかといえばしている」

（25.5％）に｢している｣(14.5％)を合わせた“している”人の割合は40.0％となっていま

す。

　一方、“していない”（｢あまりしていない」（45.5％）「していない」(13.1％）の合計）

は58.6％となっています。

　性別で“している”人の割合は男性が42.2%、女性が41.6%と男性が0.6ポイント上回って

います。

　年齢別では20代が20.0％と一番低く、55.2％と一番高い50代とは約35％の差が出ていま

す。[図表29参照]

　問21　日頃から家庭で災害（地震や風雪災害など）への備えをしていますか。

▼

　● “している”が40.0％、“していない”が58.6％。

図表29 日頃から家庭で災害への備えをしているか（全体、性別、年齢、居住地）

14.5%

12.5%

18.5%

10.0%

22.2%

16.0%

13.8%

7.4%

17.6%

15.4%

16.7%

0.0%

25.5%

29.7%

23.1%

10.0%

5.6%

20.0%

41.4%

22.2%

32.4%

23.8%

33.3%

66.7%

25.0%

45.5%

39.1%

49.2%

70.0%

66.7%

36.0%

34.5%

55.6%

38.2%

45.4%

50.0%

0.0%

75.0%

13.1%

17.2%

7.7%

10.0%

5.6%

28.0%

6.9%

14.8%

8.8%

13.8%

0.0%

33.3%

0.0%

0.8%

1.6%

1.5%

3.4%

2.9%

0.3%

0.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

している どちらかといえばしている あまりしていない していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　地域や企業などの防犯活動に参加しているかたずねたところ、｢たまに参加している｣（12.4％

)に｢参加している｣(9.7％)を合わせた“参加している”人は22.1％となっています。

　一方、“参加していない”（｢参加していない｣(50.3％)「あまり参加していない」(26.2％）

の合計）は76.5％となっています。

　性別で“参加している”人の割合は男性が23.4%、女性が23.1%と男性が0.3ポイント上回

っています。

　年齢別で“参加している”人が多いのが70歳以上の41.1％となっていますが、一方30代では

4.0％となっています。[図表30参照]

図表30 地域や企業などで防犯活動に参加しているか（全体、性別、年齢、居住地）

　問22　地域や企業などでの防犯活動に参加していますか。

▼

　● “参加している”が22.1%、“参加していない”が76.5％。

9.7%

12.5%

7.7%

0.0%

4.0%

17.2%

0.0%

23.5%

10.0%

33.3%

12.4%

10.9%

15.4%

10.0%

16.7%

0.0%

6.9%

22.2%

17.6%

13.1%

33.3%

26.2%

26.6%

27.7%

20.0%

22.2%

32.0%

37.9%

29.6%

11.8%

26.9%

33.3%

0.0%

50.3%

48.4%

47.7%

70.0%

61.1%

64.0%

34.5%

48.1%

44.1%

48.5%

66.7%

33.3%

100.0%

1.4%

1.6%

1.5%

3.4%

0.0%

2.9%

1.5%

0.0%

0.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

参加している たまに参加している あまり参加していない 参加していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
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　消防・防災対策について、今後の必要な取り組みをたずねたところ、「災害時の情報連絡体

制の充実」(28.4％)が第１位に挙げられ、次いで｢河川など災害発生危険箇所の整備」

(16.9％)、｢消防・救急体制（消防署）の充実｣(14.4％)、｢防災施設（避難場所や消火栓

など）の整備充実｣(11.4％)などの順となっています。

　年齢別の第１位は、30代以外の全ての世代において「災害時の情報連絡体制の充実」と

なっています。[図表31～32参照]

図表31 消防・防災対策の今後の取り組みについて（全体／複数回答）

図表32 消防・防災対策の今後の取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

　問23　町の消防・防災対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　　　　【複数回答】

▼

　● 「災害時の情報連絡体制の充実」が第１位。次いで「河川など災害発生危険箇所の
　　　整備」、「消防・救急体制（消防署）の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
災害時の情報連絡体制の充実 消防・救急体制の充実 同率複数のため省略

31.6 （同率１位）31.6 -

30代
消防・救急体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 同率複数のため省略

20.7 （同率１位）20.7 -

40代
災害時の情報連絡体制の充実 消防・救急体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備

27.8 16.7 （同率2位）16.7

50代
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 同率複数のため省略

29.4 17.6 -

16.9 -

60代
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 防災施設の整備充実

28.2 17.9 15.4

28.3 17.9 13.7

中標津町農協区域
消防・救急体制の充実

70歳以上
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 同率複数のため省略

33.9

計根別市街
災害時の情報連絡体制の充実 消防・救急体制の充実 防火・防災意識の啓発活動の充実

50.0

居
住
地

中標津市街
災害時の情報連絡体制の充実 河川など災害発生危険箇所の整備 消防・救急体制の充実

-

防火・防災意識の啓発活動の充実災害時の情報連絡体制の充実

37.5 25.0 （同率2位）25.0

冬の除雪（幹線道路の）

25.0 （同率2位）25.0

計根別農協区域
災害時の情報連絡体制の充実 防災施設の整備充実 同率複数のため省略

25.0 （同率１位）25.0

28.4%

16.9%

14.4%

11.4%

7.2%

7.2%

5.1%

4.7%

3.0%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

災害時の情報連絡体制の充実

河川など災害発生危険箇所の整備

消防・救急体制（消防署）の充実

防災施設（避難場所や消火栓など）の整備充実

防火・防災意識の啓発活動の充実

消火訓練・避難訓練の充実

地域における自主防災組織の育成

防災ボランティアの育成

消防団の体制の充実

その他

回答数＝236
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　消費生活相談の窓口があることを知っているかたずねたところ、｢知っている」と回答した人

は47.6％となっているのに対し「知らない」と回答した人は50.3％と知らない人が上回ってい

ます。

　性別で「知っている」と回答した人は男性が48.4％、女性は44.6％と男性が3.8ポイント上

回っています。

　年齢別では50代、60代、70歳以上では5割を超える人が知っていますが、20代では

20.0％と低くなっています。[図表33参照]

　問24　消費生活に関する相談窓口が役場にあることを知っていますか。

▼

　●「知っている」が47.6％。「知らない」が50.3％。

図表33 消費生活相談窓口の設置について（全体、性別、年齢、居住地）

47.6%

48.4%

44.6%

20.0%

22.2%

44.0%

58.6%

55.6%

55.9%

48.5%

33.3%

66.7%

25.0%

50.3%

50.0%

52.3%

80.0%

77.8%

56.0%

37.9%

44.4%

38.2%

49.2%

66.7%

33.3%

75.0%

2.1%

1.6%

3.1%

3.4%

5.9%

2.3%

0.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

知っている 知らない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145
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　健康保険や年金の制度に関し、知りたい情報を得られているかたずねたところ、「どちらか

といえばそう感じる」（33.8％）これに「そう感じる｣(9.0％)をあわせた“そう感じる”と

いう人が42.8％となっています。

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣(29.0％)、「そう感じない」

(16.6％）の合計）は45.6％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が40.6％、女性が49.2％と女性が8.6ポイント上回

っています。

　年齢別で“そう感じる”人が多いのは60代で59.2％となっていますが、30代では、

11.1％と低くなっています。[図表34参照]

図表34 健康保険や年金の制度の情報について得られているか（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は96ページに掲載しています。

　問25　健康保険や年金の制度に関して、知りたい情報が得られていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が42.8％、“そう感じない”が45.6％。

9.0%

3.1%

13.8%

20.0%

0.0%

6.9%

14.8%

14.7%

9.2%

16.7%

0.0%

0.0%

33.8%

37.5%

35.4%

20.0%

11.1%

40.0%

44.8%

44.4%

29.4%

34.6%

33.3%

33.3%

25.0%

29.0%

37.5%

23.1%

40.0%

50.0%

28.0%

31.0%

22.2%

17.6%

28.5%

33.3%

33.3%

25.0%

16.6%

14.1%

18.5%

20.0%

27.8%

20.0%

13.8%

11.1%

11.8%

18.5%

0.0%

0.0%

11.7%

7.8%

9.2%

0.0%

11.1%

12.0%

3.4%

7.4%

26.5%

9.2%

16.7%

33.3%

50.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答
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環境問題への取り組みについて

　環境問題への取り組みについてたずねたところ､｢どちらかといえば意識している｣(49.7％)

これに「意識している」（29.0％）をあわせた“意識している”という人が78.7％となって

います。

　一方、“意識していない”（｢どちらかといえば意識していない｣(13.8％)、「意識していな

い」(3.4％）の合計）は17.2％となっています。

　性別で“意識している”人の割合をみると男性が81.2％、女性が76.9％と男性が4.3ポイン

ト上回っています。

　年齢別の“意識している”人の割合は70歳以上が85.3％と高くなっていますが、20代は

70.0％となっています。[図表35参照]

▼

　● “意識している”が78.7％、“意識していない”が17.2％。

（３）

　問26　日頃から環境問題（温暖化、省エネルギー、ごみ減量など）について意識してい
　　　　ますか。

図表35 環境問題について意識しているか（全体、性別、年齢、居住地）

29.0%

35.9%

24.6%

10.0%

22.2%

16.0%

31.0%

22.2%

50.0%

29.2%

16.7%

33.3%

25.0%

49.7%

45.3%

52.3%

60.0%

50.0%

60.0%

48.3%

55.6%

35.3%

49.2%

66.7%

33.3%

50.0%

13.8%

10.9%

16.9%

10.0%

27.8%

24.0%

13.8%

11.1%

2.9%

15.4%

0.0%

0.0%

3.4%

4.7%

3.1%

20.0%

0.0%

0.0%

3.4%

3.7%

2.9%

3.8%

0.0%

4.1%

3.1%

3.1%

3.4%

7.4%

8.8%

2.3%

16.7%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

意識している どちらかといえば意識している どちらかといえば意識していない 意識していない 無回答
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　３Ｒ運動（リデュース・リユース・リサイクル）をしているかたずねたところ､｢どちらかと

いえばしている｣(45.5％)これに「している」（20.7％）をあわせた“している”という人は

66.2％となっています。

　一方、“していない”（｢あまりしていない｣(27.6％)、「していない」(3.4％）の合計）は

31.0％となっています。

　性別で“している”人の割合は男性が65.6％、女性が69.2％と女性が3.6ポイント上回って

います。

　年齢別の“している”人の割合は30代が77.8％と高くなっていますが、20代は40.0％

と低くなっています。[図表36参照]

　問27　３R運動（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再生使用）をし
　　　　ていますか。

▼

　●“している”が66.2％、“していない”が31.0％。

図表36 ３R運動をしているか（全体、性別、年齢、居住地）

20.7%

23.4%

15.4%

10.0%

11.1%

12.0%

20.7%

14.8%

41.2%

20.8%

0.0%

66.7%

25.0%

45.5%

42.2%

53.8%

30.0%

66.7%

64.0%

48.3%

40.7%

26.5%

44.6%

83.3%

0.0%

25.0%

27.6%

26.6%

26.2%

50.0%

22.2%

20.0%

20.7%

37.0%

26.5%

28.5%

16.7%

50.0%

3.4%

6.3%

1.5%

10.0%

0.0%

4.0%

6.9%

3.7%

0.0%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

2.8%

1.6%

3.1%

3.4%

3.7%

5.9%

2.3%

33.3%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域
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産業振興について

　地元の農畜産物を身近に感じるかたずねたところ､「どちらかといえばそう感じる」（42.8％

）これに｢そう感じる」（30.3％）をあわせた“そう感じる”人は73.1％となっています。

　一方、“そう感じない”（｢どちらかといえばそう感じない｣(13.8％)、「そう感じない」

(7.6％）の合計）人は21.4％となっています。

　性別で“そう感じる”人をみると男性が79.7％、女性が73.9％と男性が5.8ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合はすべての年齢層で6割を超えていますが、60代が一番多

く81.4％となっています。[図表37参照]

○この設問に対する具体的な回答は97ページに掲載しています。

（４）

図表37 地元の農産物を身近に感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

　問28　地元の農畜産物（乳製品、肉、野菜、加工品等）を身近に感じますか。

　● “そう感じる”が73.1％、“そう感じない”が21.4％。

▼

30.3%
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35.4%

40.0%

38.9%

28.0%
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32.4%
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　森林づくり活動に参加しているかたずねたところ､｢どちらかといえば参加している｣(2.1％)

これに｢参加している｣（2.8％）をあわせた“参加している”人は4.9％となっています。

　一方、“参加していない”（｢参加していない」78.6％)、「どちらかといえば参加してい

ない」（14.5％）の合計）は93.1％となっています。

　性別で“参加している”人は男性が6.2％、女性が4.6％と男性が1.6ポイント上回ってい

ます。

　年齢別の“参加している”人の割合は60代が7.4％となっていますが､20代では“参加

している”と回答された方はいませんでした。[図表38参照]

　問29　森林づくり活動（植樹、下刈・枝打ち体験等）に参加していますか。

▼

　●“参加している”が4.9％、“参加していない”93.1％。

図表38 森林づくり活動に参加しているか（全体、性別、年齢、居住地）
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　地元で買い物することを意識しているかたずねたところ､｢意識している｣(44.1％)これに「ど

ちらかといえば意識している」（33.1％）をあわせた“意識している”という人が77.2％とな

っています。

　一方、“意識していない”（｢どちらかといえば意識していない｣(11.7％)、「意識していな

い」(9.0％）の合計）は20.7％となっています。

　性別で“意識している”人の割合は男性が82.8％、女性が78.5％と男性が4.3ポイント上

回っています。

　年齢別の“意識している”人の割合は70歳以上では82.3％となっていますが、20代は

70.0％となっています。

　居住地別の“意識している”人の割合は中標津町農協区域が83.4％となっていますが、計

根別市街区域の人は66.6％となっています。[図表39参照]

　問30　地元で買い物することを意識していますか。

▼

　● “意識している”が77.2％、“意識していない”が20.7％。

図表39 地元で買い物することを意識しているか（全体、性別、年齢、居住地）
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0.0%

16.0%

10.3%

14.8%

11.8%

10.8%

0.0%

33.3%

25.0%

9.0%

7.8%

9.2%

20.0%

16.7%

8.0%

6.9%

11.1%

2.9%

9.2%

16.7%

2.1%

1.6%

3.1%

5.6%

3.4%

0.0%

2.9%

2.3%

0.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

意識している どちらかといえば意識している どちらかといえば意識していない 意識していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　町の商業振興について、今後の必要な取り組みをたずねたところ、「商店の専門店化や品

揃えの充実」(19.8％)が第１位に挙げられ、次いで「地元商業者主体の共同店舗等の整備」

（15.1％）、「後継者（若手経営者）の確保・育成」(14.2％)､「歩道やトイレ、ベンチ等の

環境整備」（13.8％）、｢イベント、売り出し等共同事業活発化｣（12.5％）などの順と

なっています。

　年齢別では、30代、50代、70歳以上以外の年代で「商店の専門店化や品揃えの充実」が

第１位となっています。

　また、居住地別の第１位は中標津市街地域、計根別市街地域ともに「商店の専門店化や

品揃えの充実」となっています。[図表40～41参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

高齢化が進むので、買物難民が出ないような取り組み

人材不足すぎるので、高校生にバイトさせた方が良いと思う。

中標津に行かないと購入出来ない商品とかあったら良いかと思います。

若者が集えるような場があると良いのでは！！

個人商店を集積して景観も含めて、特徴あるゾーンにする。

（同率1位）33.3 （同率1位）33.3

計根別農協区域
地元商業者主体の共同店舗等の整備 同率複数のため省略 同率複数のため省略

28.6 - -

後継者の確保・育成 同率複数のため省略
20.0 （同率1位）20.0 -

計根別市街
商店の専門店化や品揃えの充実 核となる大型店の誘致 その他

33.3

居
住
地

中標津市街
商店の専門店化や品揃えの充実 地元商業者主体の共同店舗等の整備 歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備

20.2 15.4 14.4

中標津町農協区域
イベント、売り出し等共同事業活発化

70歳以上
歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備 地元商業者主体の共同店舗等の整備 後継者の確保・育成

21.6 15.7 （同率２位）15.7

60代
商店の専門店化や品揃えの充実 地元商業者主体の共同店舗等の整備 後継者の確保・育成

28.9 23.7 13.2

17.5 -
50代

後継者の確保・育成 商店の専門店化や品揃えの充実 地元商業者主体の共同店舗等の整備

20.0 18.0 （同率２位）18.0

核となる大型店の誘致 後継者の確保・育成
21.9 18.8 15.6

40代
商店の専門店化や品揃えの充実 地元商業者主体の共同店舗等の整備 同率複数のため省略

22.5

年
　
　
　
　
齢

20代
商店の専門店化や品揃えの充実 イベント、売り出し等共同事業活発化 核となる大型店の誘致

27.8 22.2 （同率２位）22.2

30代
歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備

　問31　町の商業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　　　　【複数回答】

▼

　●「商店の専門店化や品揃えの充実」が第１位。次いで「地元商業者主体の共同店
　　舗等の整備」、「後継者（若手経営者）の確保・育成」が続く。

第１位 第２位 第３位

図表40 商業振興について必要な今後の取り組み（全体／複数回答）

図表41 商業振興について必要な今後の取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

19.8%

15.1%

14.2%

13.8%

12.5%

10.8%

5.6%

4.7%

3.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

商店の専門店化や品揃えの充実

地元商業者主体の共同店舗等の整備

後継者（若手経営者）の確保・育成

歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備

イベント、売り出し等共同事業活発化

核となる大型店の誘致

休業日、営業時間の改善など

駐車場や自転車置き場の整備

その他
回答数＝232
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　まちの観光資源に満足しているかたずねたところ､｢どちらかといえば満足している｣(37.2％)

これに「満足している」（14.5％）をあわせた“満足している”人は51.7％となっています。

　一方、“満足していない”（｢どちらかといえば満足していない｣(28.3％)、「満足していな

い」(4.8％）の合計）は33.1％となっています。

　性別で“満足している”人の割合は男性が53.2％、女性が53.9％と女性の方が0.7ポイント

高くなっています。

　年齢別の“満足している”人の割合は20代が80.0％となっていますが､60代では37.0％

となっています。[図表42参照]

図表42 まちの観光資源に満足しているか（全体、性別、年齢、居住年数）

○この設問に対する具体的な回答は98ページに掲載しています。

　問32　まちの観光資源（景観、場所、食、イベントなど）に満足していますか。

▼

　● “満足している”が51.7％、“満足していない”が33.1％。

14.5%

14.1%

15.4%

40.0%

5.6%

20.0%

17.2%

7.4%

11.8%

13.8%

16.7%

0.0%

50.0%

37.2%

39.1%

38.5%

40.0%

55.6%

40.0%

37.9%

29.6%

32.4%

40.0%

33.3%

0.0%

0.0%

28.3%

28.1%

29.2%

20.0%

22.2%

28.0%

31.0%

37.0%

20.6%

28.5%

16.7%

33.3%

25.0%

4.8%

6.3%

4.6%

0.0%

5.6%

4.0%

6.9%

7.4%

2.9%

5.4%

0.0%

0.0%

15.2%

12.5%

12.3%

11.1%

8.0%

6.9%

18.5%

32.4%

12.3%

33.3%

66.7%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　町の観光振興について、今後どのようなことに力を入れるべきかたずねたところ、「地

域特色のある料理、土産品の開発」（18.4％）が第１位に挙げられ、次いで「地域性のある

各種イベントの充実」（16.0％）、｢地域特色のある観光・体験施設整備」（13.1％）、

「町外への観光PRや情報提供の強化」（12.7％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は、20代、40代が「地域性のある各種イベントの充実」、20代、40代以

外の世代は、「地域特色のある料理、土産品の開発」となっています。[図表43～44参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

サービス業従事者のおもてなしの心

ホテルを増やす
中標津空港が本州ではマイナーすぎる。3ヶ所の国立公園に囲まれ、こんなに便利なのに。（知床空港に名称変更で解決）

先人の足跡・雄大さ・簡易登山等、観光メニューの発掘

25.0 （同率2位）25.0

計根別農協区域
美しい景観の保全・整備 地域性のある各種イベントの充実 同率複数のため省略

28.6 （同率1位）28.6 -

同率複数のため省略 同率複数のため省略
20.0 - -

計根別市街
町外への観光PRや情報提供の強化 地域特色のある料理、土産品の開発 リゾート施設やテーマパークの整備

50.0

居
住
地

中標津市街
地域特色のある料理、土産品の開発 地域性のある各種イベントの充実 地域特色のある観光・体験施設整備

19.2 16.4 13.7

中標津町農協区域
地域特色のある料理、土産品の開発

70歳以上
地域特色のある料理、土産品の開発 町外への観光PRや情報提供の強化 同率複数のため省略

22.6 15.1 -

60代
地域特色のある料理、土産品の開発 町外への観光PRや情報提供の強化 美しい景観の保全・整備

22.7 18.2 15.9

- -
50代

地域特色のある料理、土産品の開発 町外への観光PRや情報提供の強化 地域性のある各種イベントの充実

17.3 （同率1位）17.3 （同率1位）17.3

地域性のある各種イベントの充実 地域特色のある観光・体験施設整備

29.0 19.4 16.1

40代
地域性のある各種イベントの充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略

21.4

年
　
　
　
　
齢

20代
地域性のある各種イベントの充実 リゾート施設やテーマパークの整備 同率複数のため省略

26.3 21.1 -
30代

地域特色のある料理、土産品の開発

　問33　町の観光を振興するため、今後どのようなことに特に力を入れるべきだと思います
　　　　か。【複数回答】

▼

　●「地域特色のある料理、土産品の開発」が第１位。次いで「地域性のある各種イベント
　　の充実」、「地域特色のある観光・体験施設整備」の順。

第１位 第２位 第３位

図表43 観光振興のために今後特に力を入れること（全体／複数回答）

図表44 観光振興のために今後特に力を入れること（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

18.4%

16.0%

13.1%

12.7%

9.4%

7.4%

7.4%

5.3%

4.1%

3.7%

2.5%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

地域特色のある料理、土産品の開発

地域性のある各種イベントの充実

地域特色のある観光・体験施設整備

町外への観光PRや情報提供の強化

美しい景観の保全・整備

観光サービス施設の整備

リゾート施設やテーマパークの整備

観光ルート設定や観光案内標識整備

既存観光施設の充実

来訪者へのサービスの向上

その他
回答数＝244

40



　雇用対策に満足しているかたずねたところ､｢どちらかといえば満足している｣(28.3％)これに

｢満足している｣（6.9％）をあわせた“満足している”人は35.2％となっています。

　一方、“満足していない”（｢どちらかといえば満足していない｣(29.7％)、「満足していな

い」(12.4％）の合計）は42.1％となっています。

　性別で“満足している”人の割合は男性が37.5％、女性が36.9％と男性が0.6ポイント上回

っています。

　年齢別の“満足している”人の割合は20代が80.0％となっていますが、70歳以上では17.6

%となっています。[図表45参照]

○この設問に対する具体的な回答は99ページに掲載しています。

　問34　雇用対策（通年雇用、雇用の創出・確保など）に満足していますか。

▼

　● “満足している”が35.2％、“満足していない”が42.1％。

図表45 雇用対策に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

6.9%

7.8%

7.7%

10.0%

11.1%

8.0%

13.8%

3.7%

0.0%

7.7%

0.0%

28.3%

29.7%

29.2%

70.0%

16.7%

36.0%

31.0%

22.2%

17.6%

28.5%

50.0%

0.0%

29.7%

37.5%

24.6%

10.0%

38.9%

28.0%

31.0%

40.7%

20.6%

30.8%

16.7%

0.0%

50.0%

12.4%

10.9%

12.3%

22.2%

12.0%

0.0%

14.8%

20.6%

12.3%

16.7%

0.0%
25.0%

22.8%

14.1%

26.2%

10.0%

11.1%

16.0%

24.1%

18.5%

41.2%

20.8%

16.7%

100.0%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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保健・医療・福祉について

　地域医療、救急・災害時医療体制に満足しているかたずねたところ､｢どちらかといえば満足

している｣(22.1％)これに「満足している」（10.3％）をあわせた“満足している”人は32.4

％となっています。

　一方、“満足していない”（｢どちらかといえば満足していない｣(34.5％)、「満足していな

い」(22.8％）の合計）は57.3％となっています。

　性別で“満足している”人の割合は男性が32.8％、女性が29.3％と男性が3.5ポイント上回

っています。

　年齢別の“満足している”人の割合は50代が37.9％となっていますが、30代では27.8%と

なっています。[図表46参照]

○この設問に対する具体的な回答は99ページに掲載しています。

▼

　● “満足している”が32.4％、“満足していない”が57.3％。

（５）

　問35　地域医療、救急・災害時医療体制に満足していますか。

図表46 地域医療、救急・災害時医療体制に満足しているか（全体、性別、年齢、居住地）

10.3%

10.9%

6.2%

20.0%

11.1%

0.0%

13.8%

7.4%

14.7%

10.8%

0.0%

0.0%

25.0%

22.1%

21.9%

23.1%

10.0%

16.7%

32.0%

24.1%

22.2%

20.6%

20.8%

66.7%

33.3%

34.5%

35.9%

36.9%

60.0%

33.3%

28.0%

31.0%

40.7%

29.4%

35.4%

16.7%

0.0%

50.0%

22.8%

21.9%

26.2%

10.0%

33.3%

32.0%

17.2%

25.9%

14.7%

24.6%

16.7%

0.0%

0.0%

10.3%

9.4%

7.7%

0.0%

5.6%

8.0%

13.8%

3.7%

20.6%

8.5%

66.7%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な保健・医療対策については、「医療機関の充実」（36.8％）が第１位に挙げら

れ、次いで「救急・休日・夜間医療の充実」（17.0％）、「往診・訪問看護など在宅医療の

充実」（10.7％）、｢各種検診の充実」（8.7％）「食育や食生活改善運動の推進」（5.5％）

などの順となっています。

　年齢別では、すべての年齢層で「医療機関の充実」が第１位となっています。

　また、居住地別の第１位は中標津市街（37.7％）、中標津町農協区域（33.3％）、計根別

市街（25.0％）計根別農協区域（25.0％）となっています。[図表47～48参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

長野県の取組を参考にしては。県をあげての健康に対する取組。

各種医療の充実

良い医者の確保

　問36　町の保健・医療対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　● 「医療機関の充実」が第１位。次いで「救急・休日・夜間医療の充実」、「往診・訪
　　　問看護など在宅医療の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 同率複数のため省略

52.6 36.8 -
30代

医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 各種検診の充実
39.4 24.2 15.2

40代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 食育や食生活改善運動の推進

33.3 23.8 11.9

50代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 往診・訪問看護など在宅医療の充実

35.3 11.8 （同率２位）11.8

20.0 8.3

60代
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 往診・訪問看護など在宅医療の充実

38.6 15.9 13.6

37.7 17.5 10.1

中標津町農協区域
医療機関の充実

70歳以上
医療機関の充実 往診・訪問看護など在宅医療の充実 健康づくり活動の充実

35.0

計根別市街
同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

-

居
住
地

中標津市街
医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 往診・訪問看護など在宅医療の充実

-

同率複数のため省略 同率複数のため省略
33.3 - -

図表47 保健・医療対策の今後必要な取り組みについて（全体／複数回答）

図表48 保健・医療対策の今後必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

- -
計根別農協区域

医療機関の充実 救急・休日・夜間医療の充実 同率複数のため省略
25.0 （同率２位）25.0

36.8%

17.0%

10.7%

8.7%

5.5%

5.1%

5.1%

4.0%

3.6%

2.0%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

医療機関の充実

救急・休日・夜間医療の充実

往診・訪問看護など在宅医療の充実

各種検診の充実

食育や食生活改善運動の推進

健康づくり活動の充実

保健師などの訪問活動の積極的推進

健康に関する知識の普及

健康教育や健康相談の充実

感染症対策の充実

その他
回答数＝253
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　地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえば

そう感じる｣(50.3％)これに「そう感じる」（7.6％）をあわせた“そう感じる”人は57.9％

となっています。

　一方､“そう感じない”(｢どちらかといえばそう感じない｣(15.2％)､「そう感じない」(6.9％）

の合計）は22.1％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が65.7％、女性が57.0％と男性が8.7ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代が90.0％となっていますが、70歳以上は47.1％と

なっています。[図表49参照]

○この設問に対する具体的な回答は100ページに掲載しています。

　問37　地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じますか。

▼

　●“そう感じる”が57.9％、“そう感じない”が22.1％。

図表49 地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

7.6%

9.4%

6.2%

20.0%

0.0%

4.0%

6.9%

7.4%

11.8%

6.9%

33.3%

0.0%

50.3%

56.3%

50.8%

70.0%

50.0%

52.0%

65.5%

44.4%

35.3%

53.1%

33.3%

33.3%

0.0%

15.2%

12.5%

16.9%

10.0%

27.8%

24.0%

10.3%

7.4%

11.8%

14.6%

16.7%

0.0%

50.0%

6.9%

7.8%

7.7%

0.0%

16.7%

8.0%

11.1%

5.9%

7.7%

0.0%

20.0%

14.1%

18.5%

5.6%

12.0%

17.2%

29.6%

35.3%

17.7%

16.7%

66.7%

50.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な子育て環境については、「子育てに関する相談・学習・交流の場の充実」（2

0.3％）が第１位に挙げられ、次いで「保育所の充実」（19.8％)、「子どもの遊び場など

公園の整備」（17.2％）、｢学童保育の充実｣（14.1％）､｢子育て関係団体・ボランティア

のネットワーク化」（11.0％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は20代・40代・60代・70歳以上が「保育所の充実」、30代は｢子どもの

遊び場など公園の整備」、50代は｢子育てに関する相談・学習・交流の場の充実」となって

います。[図表50～51参照]

図表50 子育て環境充実のため必要な取り組みについて（全体／複数回答）

図表51 子育て環境充実のため必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

子供がいる家庭に生活補助金がほしい。または、住宅補助を手厚くしてほしい

予防接種の無料化

子どもの遊び場など公園の整備

25.0 （同率２位）25.0

計根別農協区域
保育所の充実 同率複数のため省略 同率複数のため省略

40.0 - -

学童保育の充実 同率複数のため省略
28.6 （同率１位）28.6 -

計根別市街
保育所の充実 学童保育の充実 児童虐待の予防・解消対策の推進

50.0

居
住
地

中標津市街
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 保育所の充実 子どもの遊び場など公園の整備

20.8 18.8 18.4

中標津町農協区域
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実

70歳以上
保育所の充実 子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 学童保育の充実

25.0 18.8 16.7

60代
保育所の充実 学童保育の充実 子どもの遊び場など公園の整備

18.9 （同率１位）18.9 16.2

15.4

50代
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 子育て関係団体・ボランティアのネットワーク化 学童保育の充実

23.4 17.0 （同率２位）17.0

学童保育の充実
32.4 20.6 11.8

40代
保育所の充実 子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 子育て関係団体・ボランティアのネットワーク化

25.6 23.1

年
　
　
　
　
齢

20代
保育所の充実 子育てに関する相談・学習・交流の場の充実 子どもの遊び場など公園の整備

31.6 26.3 21.1

30代
子育てに関する相談・学習・交流の場の充実

土日や訪問などの病児保育の充実化

経済的支援

　問38　町の子育て環境を充実させるため、今後どのような取り組みが必要だと思います
か。

▼

　●「子育てに関する相談・学習・交流の場の充実」が第１位。次いで「保育所の充実」、
　　「子どもの遊び場など公園の整備」の順。

（上位3位　％）

第１位 第２位 第３位

20.3%

19.8%

17.2%

14.1%

11.0%

10.1%

5.3%

2.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

子育てに関する相談・学習・交流の場の充実

保育所の充実

子どもの遊び場など公園の整備

学童保育の充実

子育て関係団体・ボランティアのネットワーク化

児童虐待の予防・解消対策の推進

児童館の整備

その他
回答数＝227
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　高齢者が生きがいを持ち安心して暮らしていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえ

ばそう感じる」（37.9％）これに「そう感じる」（4.1％）をあわせた“そう感じる”人は、

42.0％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（35.2％）､「そう感じない

」(9.0％）の合計）は44.2％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が48.4％、女性が36.9％と男性が11.5ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代が90.0％と高くなっていますが70歳以上では

26.5％と低くなっています。[図表52参照]

○この設問に対する具体的な回答は101ページに掲載しています。

　問39　高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らしていると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が42.0％、“そう感じない”が44.2％。

図表52 高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らしていると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

4.1%

3.1%

3.1%

10.0%

0.0%

4.0%

0.0%

7.4%

5.9%

3.8%

0.0%0.0%

25.0%

37.9%

45.3%

33.8%

80.0%

38.9%

36.0%

48.3%

33.3%

20.6%

36.2%

83.3%

0.0%
50.0%

35.2%

31.3%

41.5%

10.0%

44.4%

36.0%

34.5%

33.3%

38.2%

37.7%

0.0%

66.7%

0.0%

9.0%

7.8%

12.3%

0.0%

5.6%

8.0%

3.4%

14.8%

14.7%

10.0%

0.0%0.0%

13.8%

12.5%

9.2%

0.0%

11.1%

16.0%

13.8%

11.1%

20.6%

12.3%

16.7%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　今後必要な高齢者施策については､｢介護保険サービスや施設の充実｣(22.5％)が第1位とな

り、次いで､｢高齢者保健福祉サービスや施設の充実」(22.1％)、「生きがいづくりや働く場

の充実｣(19.7％)､｢地域で見守るような住民の助け合い活動の育成｣(12.4％)｢安心して利用

できる道路づくりや施設づくり」(9.6％)などの順となっています。

　年齢別の第１位は20代・40代・60代が｢介護保険サービスや施設の充実｣､30代が「生き

がいづくりや働く場の充実」、50代･70歳以上は「高齢者保健福祉サービスや施設の充実」

となっています。[図表53～54参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

老人のサロン作り

（同率1位）33.3 -
計根別農協区域

介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 高齢者と若い世代の交流機会の充実

37.5 （同率1位）37.5 25.0

高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 安心して利用できる道路づくりや施設づくり

33.3 （同率1位）33.3 22.2

計根別市街
介護保険サービスや施設の充実 地域で見守るような住民の助け合い活動の育成 同率複数のため省略

33.3

居
住
地

中標津市街
介護保険サービスや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実

22.5 21.2 20.3

中標津町農協区域
生きがいづくりや働く場の充実

70歳以上
高齢者保健福祉サービスや施設の充実 地域で見守るような住民の助け合い活動の育成 介護保険サービスや施設の充実

27.3 20.0 18.2

60代
介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実

27.1 22.9 16.7

20.0 17.5

50代
高齢者保健福祉サービスや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実 介護保険サービスや施設の充実

24.5 22.6 20.8

介護保険サービスや施設の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実

26.7 23.3 20.0

40代
介護保険サービスや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実 高齢者保健福祉ｻｰﾋﾞｽや施設の充実

22.5

年
　
　
　
　
齢

20代
介護保険サービスや施設の充実 生きがいづくりや働く場の充実 地域で見守るような住民の助け合い活動の育成

26.3 21.1 （同率２位）21.1

30代
生きがいづくりや働く場の充実

車がない人の送迎サービス

　問40　町の高齢者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　●「介護保険サービスや施設の充実」が第1位、次いで「高齢者保健福祉サービスや
　　 施設の充実」、「生きがいづくりや働く場の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表54 高齢者施策の今後必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

図表53 高齢者施策の今後必要な取り組みについて（全体／複数回答）

22.5%

22.1%

19.7%

12.4%

9.6%

6.8%

6.0%

0.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

介護保険サービスや施設の充実

高齢者保健福祉サービスや施設の充実

生きがいづくりや働く場の充実

地域で見守るような住民の助け合い活動の育成

安心して利用できる道路づくりや施設づくり

学習機会や健康づくり・スポーツの場の充実

高齢者と若い世代の交流機会の充実

その他

回答数＝249
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　障がい者サービスが整っていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえばそう感じる」

(29.0％)これに｢そう感じる｣(5.5％)をあわせた“そう感じる”人は、34.5％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（31.0％）､「そう感じない」

(9.7％）の合計）は40.7％となっています。

　性別で“そう感じる”人の割合は男性が39.1％、女性が33.9％と男性が5.2ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代が90.0％となっていますが、70歳以上は17.6％と

低くなっています。[図表55参照]

○この設問に対する具体的な回答は102ページに掲載しています。

　問41　障がい者サービスが整っていると感じますか。

▼

　●“そう感じる”が34.5％、“そう感じない”が40.7％。

図表55 障がい者サービスが整っているか（全体、性別、年齢、居住地）

5.5%

4.7%
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40.0%

11.1%

0.0%

3.4%
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0.0%

6.2%

0.0%

29.0%

34.4%

27.7%

50.0%

16.7%

44.0%

27.6%

29.6%

17.6%

28.5%

66.7%

0.0%

31.0%

37.5%

27.7%

10.0%

50.0%

40.0%

31.0%

25.9%
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33.1%

0.0%

0.0%
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13.8%
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0.0%

10.3%

14.8%
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10.0%

0.0%

33.3%

24.8%
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16.0%

27.6%

25.9%

41.2%

22.3%

33.3%

66.7%

50.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130
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3
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別
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齢
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地
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　今後必要な障がい者施策については、「就労に向けた支援や雇用環境の整備｣(22.1％)で第

１位に挙げられ、次いで「障がいの早期発見と教育・療育の充実」（14.6％）、「障がいへ

の理解や交流」（13.7％）、「相談窓口や情報提供の充実」（11.9％）、「入所施設や

グループホーム等の整備」（11.1％）の順となっています。

　年齢別の第１位は70歳以上以外は「就労に向けた支援や雇用環境の整備」、70歳以上は

「入所施設やグループホーム等の整備｣となっています。[図表56～57参照]

図表56 障がい者施策の今後必要な取り組みについて（全体／複数回答）

図表57 障がい者施策の今後必要な取り組みについて（年齢、居住地／複数回答）

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

養護学校の分校ができるので、中身をしっかりしてほしい。

- -
計根別農協区域

就労に向けた支援や雇用環境の整備 相談窓口や情報提供の充実 入所施設やグループホーム等の整備
50.0 33.3 16.7

障がいの早期発見と教育・療育の充実 同率複数のため省略
28.6 28.6 -

計根別市街
同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

-

居
住
地

中標津市街
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいへの理解や交流 障がいの早期発見と教育・療育の充実

22.0 15.1 14.6

中標津町農協区域
相談窓口や情報提供の充実

70歳以上
入所施設やグループホーム等の整備 相談窓口や情報提供の充実 同率複数のため省略

17.0 14.9 -

60代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいへの理解や交流 入所施設やグループホーム等の整備

29.5 18.2 13.6

50代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 社会参加の促進

27.7 14.9 12.8

40代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 障がいへの理解や交流

22.2 19.4 16.7

30代
就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいの早期発見と教育・療育の充実 障がいへの理解や交流

20.7 （同率１位）20.7 17.2

就労に向けた支援や雇用環境の整備 障がいへの理解や交流 同率複数のため省略
26.3 21.1 -

年
　
　
　
　
齢

　問42　町の障がい者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　● 「就労に向けた支援や雇用環境の整備」が第１位。次いで「障がいの早期発見と
　　　教育・療育の充実」、「障がいへの理解や交流」の順。

（上位3位　％）
第１位 第２位 第３位

20代

22.1%

14.6%

13.7%

11.9%

11.1%

8.4%

7.1%

5.8%

4.4%

0.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

就労に向けた支援や雇用環境の整備

障がいの早期発見と教育・療育の充実

障がいへの理解や交流

相談窓口や情報提供の充実

入所施設やグループホーム等の整備

社会参加の促進

在宅支援サービスの充実

ボランティア活動などの地域福祉活動の促進

ユニバーサルデザインなどによるまちづくりの推進

その他
回答数＝226

49



　身近なところで相談でき支えてもらえる福祉の制度や活動があると感じるかたずねたところ､

｢どちらかといえばそう感じる」（22.1％）これに「そう感じる」（9.0％）をあわせた“そう

感じる”人は、31.1％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（31.0％）､「そう感じない｣

(17.9％）の合計）人は48.9％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が32.9％、女性が27.7％と男性が5.2ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代が60.0％となっていますが、30代では11.1％と低

くなっています。[図表58参照]

（全体、性別、年齢、居住地）

○この設問に対する具体的な回答は103ページに掲載しています。

　問43　身近なところで相談でき、支えてもらえる福祉の制度・活動があると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が31.1％、“そう感じない”が48.9％。

図表58 身近なところで相談でき、支えてもらえる福祉の制度・活動があると感じるか

9.0%

6.3%

7.7%

40.0%

0.0%

4.0%

13.8%

3.7%

8.8%

10.0%

0.0%

22.1%

26.6%

20.0%

20.0%

11.1%

16.0%

20.7%

37.0%

20.6%

20.0%

33.3%

66.7%

25.0%

31.0%

35.9%

30.8%

20.0%

55.6%

52.0%

27.6%

18.5%

20.6%

33.1%

16.7%

0.0%

25.0%

17.9%

18.8%

20.0%

0.0%

22.2%

16.0%

24.1%

18.5%

14.7%

19.2%

0.0%

25.0%

20.0%

12.5%

21.5%

20.0%

11.1%

12.0%

13.8%

22.2%

35.3%

17.7%

50.0%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　健康診査やがん検診を受けているかたずねたところ､「毎年受けている」（37.9％）と

「毎年ではないが定期的に受けている」（18.6％）を合わせた56.5％の人が“定期的に

受けている”と回答されていますが、一方で「受けたことがない」人は13.8％となってい

ます。

　性別の“定期的に受けている”人の割合は男性が62.5％、女性が52.3％と男性が10.2

ポイント高くなっています。

　年齢別の“定期的に受けている”人の割合は20代が70.0％となっていますが、30代は

44.4％と低くなっています。[図表59参照]

　問44　健康診査やがん検診を毎年受けていますか。

▼

　●“定期的に受けている”が56.5％、「定期的ではないが受けたことがある」が24.1％、
　　「受けたことがない」が13.8％。

図表59 健康診査受診について（全体、性別、年齢、居住地）

37.9%

46.9%

30.8%

50.0%

22.2%

44.0%

55.2%

29.6%

29.4%

40.0%

50.0%

0.0%

0.0%

18.6%

15.6%

21.5%

20.0%

22.2%

20.0%

6.9%

29.6%

17.6%

17.7%

33.3%

0.0%

25.0%

24.1%

12.5%

32.3%

10.0%

27.8%

16.0%

24.1%

22.2%

32.4%

23.8%

0.0%

66.7%

25.0%

13.8%

21.9%

9.2%

20.0%

22.2%

20.0%

10.3%

14.8%

5.9%

13.8%

0.0%0.0%

50.0%

5.5%

3.1%

6.2%

5.6%

3.4%

3.7%

14.7%

4.6%

16.7%

33.3%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

毎年受けている 毎年ではないが定期的に受けている 定期的ではないが受けたことがある 受けたことがない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数
145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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教育・文化・スポーツについて

　児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえばそ

う感じる｣(44.8％）これに｢そう感じる｣(15.2％)をあわせた“そう感じる”人は、60.0％と

なっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（14.5％）､「そう感じない」

(1.4％）の合計）は15.9％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が73.5％、女性が52.3％と男性が21.2ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は、20代では80.0％となっていますが、70歳以上では

52.9％と低くなっています。[図表60参照]

○この設問に対する具体的な回答は103ページに掲載しています。

▼

　●“そう感じる”が60.0％、“そう感じない”が15.9％。

（６）

　問45　児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じますか。

図表60 児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

15.2%

21.9%

9.2%

30.0%

16.7%

4.0%

24.1%

7.4%

17.6%

15.4%

0.0%

33.3%

25.0%

44.8%

51.6%

43.1%

50.0%

44.4%

52.0%

41.4%

51.9%

35.3%

45.4%

50.0%

33.3%

25.0%

14.5%

12.5%

15.4%

20.0%

22.2%

28.0%

13.8%

3.7%

5.9%

15.4%

16.7%

0.0%

1.4%

0.0%

3.1%

0.0%

4.0%

3.7%

0.0% 1.5%

0.0%

24.1%

14.1%

29.2%

0.0%

16.7%

12.0%

20.7%

33.3%

41.2%

22.3%

33.3%

33.3%

50.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　青少年を見守る活動への参加状況・意向についてたずねたところ、｢現在、参加してないが、

今後は参加したい」（41.4％）が最も多く、次いで「現在、参加してないし、今後も参加する

つもりはない」（34.5％）、「現在、参加しているし、今後も参加したい」（7.6％)､｢現在、

参加しているが、今後は参加するつもりはない」（1.4％）の順となっています。

　これを今後の参加意向でみると、今後“参加したい”人（「参加しているし、今後も参加した

い」（7.6％）及び「参加してないが今後は参加したい」（41.4％）の合計）が49.0％、今後

“参加するつもりはない”人（「参加していないし、今後も参加するつもりはない」（34.5％）

及び「参加しているが、今後は参加するつもりはない」（1.4％）の合計）が35.9％となってお

り、現在“参加している”人の9.0％から今後“参加したい”人が49.0％と大きく増加する結

果となっています。

　性別でみると“参加したい”人の割合は男性で60.9％、女性で44.6％となっています。

　年齢別の､“参加したい”人の割合は30代が83.3％となっていますが、70歳以上は29.4％と

低くなっています。[図表61参照]

　問46　青少年を見守る活動に参加していますか。

▼

　● “参加している”が9.0％、“参加していない”が75.9％。
　　“参加したい”が49.0％、“参加するつもりはない”が35.9％。
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図表61 青少年を見守る活動について（全体、性別、年齢、居住地）

7.6%

12.5%

3.1%

0.0%

8.0%

17.2%

0.0%

8.8%

6.9%

16.7%

0.0%

41.4%

48.4%

41.5%

30.0%

83.3%

48.0%

34.5%

48.1%

20.6%

43.8%

0.0%

33.3%

50.0%

1.4%

3.1%

10.0%

0.0%

0.0%

2.9%

1.5%

0.0%

34.5%

26.6%

40.0%

60.0%

16.7%

36.0%

37.9%

29.6%

35.3%

33.8%

50.0%

33.3%

25.0%

15.2%

9.4%

15.4%

8.0%

10.3%

22.2%

32.4%

13.8%

33.3%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

現在、参加しているし、今後も参加したい 現在、参加してないが、今後は参加したい
現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない 現在、参加してないし、今後も参加するつもりはない
無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数

145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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　子どもの豊かな人間教育に必要なことをたずねたところ､「家庭のしつけをとおした思いや

りの心の育成」（27.1％）が第１位に挙げられ、次いで「いじめなどの心の問題への対応」

(15.4％)、「基礎的な学力の向上を目指す教育」（13.8％）、「地域ぐるみでの子どもの

育成活動」（10.1％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は60代が「いじめなどの心の問題への対応」、他の年齢層では、「家庭の

しつけをとおした思いやりの心の育成」となっています。[図表62～63参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

親を教育したほうがいい

　問47　子どもの豊かな人間教育のために、どのようなことが必要だと思いますか。

▼

　●「家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成」が第１位。次いで「いじめなどの心
　　  の問題への対応」、「基礎的な学力の向上を目指す教育」、「地域ぐるみでの子ど
　　  もの育成活動」、「子どもの安全・安心対策の強化」の順。

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 子どもの安全・安心対策の強化 同率複数のため省略

21.1 （同率１位）21.1 -
30代

家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 地域ぐるみでの子どもの育成活動 いじめなどの心の問題への対応
20.6 17.6 21.1

40代
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 いじめなどの心の問題への対応基礎的な学力の向上を目指す教育

30.2 20.9 18.6

50代
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 基礎的な学力の向上を目指す教育 いじめなどの心の問題への対応

30.2 18.9 13.2

13.7 11.8

60代
いじめなどの心の問題への対応 家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 基礎的な学力の向上を目指す教育

20.9 18.6 14.0

28.4 16.4 12.4

中標津町農協区域
情報化に対応できる教育

70歳以上
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 地域ぐるみでの子どもの育成活動 いじめなどの心の問題への対応

33.3

計根別市街
同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

-

居
住
地

中標津市街
家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成 いじめなどの心の問題への対応 基礎的な学力の向上を目指す教育

- -

基礎的な学力の向上を目指す教育 同率複数のため省略
25.0 （同率１位）25.0 -

- -

英語とパソコンの技術向上教育

別の地域との交流

常識ある子供の育成

図表62 子どもの豊かな人間教育のために必要なこと（全体／複数回答）

図表63 子どもの豊かな人間教育のために必要なこと（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

計根別農協区域
基礎的な学力の向上を目指す教育 同率複数のため省略 同率複数のため省略

33.3

27.1%

15.4%

13.8%

10.1%

8.5%

6.5%

6.1%

3.2%

2.8%

2.4%

1.6%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

家庭のしつけをとおした思いやりの心の育成

いじめなどの心の問題への対応

基礎的な学力の向上を目指す教育

地域ぐるみでの子どもの育成活動

子どもの安全・安心対策の強化

地域特性や地域の人材を活用した特色ある教育

スポーツに力を入れた教育

食育に関する教育

情報化に対応できる教育

音楽や美術に力を入れた教育

ボランティア活動に重点をおいた教育

その他
回答数＝247
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　文化・芸術活動に取り組んでいるかたずねたところ、｢取り組んでいる｣(10.3％)これに「ど

ちらかといえば取り組んでいる」(11.7％)をあわせた“取り組んでいる”という人が22.0％

となっています。

　一方、“取り組んでいない”（｢あまり取り組んでいない｣(24.1％)、「取り組んでいない」

(45.5％）の合計）人は69.6％となっています。

　性別の“取り組んでいる”人の割合は男性が21.9％、女性が21.5％と男性が0.4ポイント

上回っています。

　年齢別の“取り組んでいる”人の割合は70歳以上が26.4％となっていますが、20代では

“取り組んでいる”と回答された方はいませんでした。[図表64参照]

　問48　文化活動・芸術活動に取り組んでいますか。

▼

　● “取り組んでいる”が22.0％、“取り組んでいない”が69.6％。

図表64 文化活動・芸術活動について（全体、性別、年齢、居住地）

10.3%

12.5%

9.2%

5.6%

12.0%

10.3%

7.4%

17.6%

11.5%

0.0%

11.7%

9.4%

12.3%

0.0%

16.7%

12.0%

13.8%

11.1%

8.8%

9.2%

50.0%

0.0%

24.1%

23.4%

29.2%

40.0%

22.2%

32.0%

37.9%

14.8%

11.8%

26.2%

16.7%

0.0%

0.0%

45.5%

50.0%

41.5%

60.0%

55.6%

40.0%

34.5%

55.6%

41.2%

46.9%

0.0%

66.7%

75.0%

8.3%

4.7%

7.7%

4.0%

3.4%

11.1%

20.6%

6.2%

33.3%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる あまり取り組んでいない 取り組んでいない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数
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性
別

年
齢
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　生涯学習情報誌から知りたい情報が得られているかたずねたところ、｢得られている｣(10.3％)

これに「どちらかといえば得られている」(31.7％)をあわせた“得られている”という人が

42.0％となっています。

　一方、“得られていない”（｢どちらかといえば得られていない｣(20.0％)、「得られていな

い」(23.4％）の合計）人は43.4％となっています。

　性別の“得られている”人の割合は男性が48.4％、女性が38.4％と男性が10.0ポイント上回

っています。

　年齢別の“得られている”人の割合は30代が50.0％と一番高く、20代では30.0％と低く

なっています。[図表65参照]

　問49　生涯学習情報誌「らいふまっぷ」から知りたい情報は得られていますか。

▼

　● “得られている”が42.0％、“得られていない”が43.4％。

図表65 生涯学習情報誌からの情報について（全体、性別、年齢、居住地）
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12.5%
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0.0%

11.1%

4.0%

13.8%

11.1%

14.7%

10.0%

16.7%

31.7%

35.9%

29.2%

30.0%

38.9%

32.0%

34.5%

25.9%

29.4%

31.5%

33.3%

66.7%

20.0%

20.3%

23.1%

20.0%

11.1%

28.0%

24.1%

18.5%

14.7%

21.5%

16.7%

0.0%

0.0%

23.4%

23.4%

24.6%

50.0%

33.3%

24.0%

17.2%

25.9%

14.7%

24.6%

0.0%

0.0%

50.0%

14.5%

7.8%

13.8%

5.6%

12.0%

10.3%

18.5%

26.5%

12.3%

33.3%

33.3%

50.0%

割合
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20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

得られている どちらかといえば得られている どちらかといえば得られていない 得られていない 無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数
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別

年
齢
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　文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実しているかたずねたところ､

｢どちらかといえばそう感じる」（44.1％）これに「そう感じる」（17.9％）をあわせた“そ

う感じる”人は、62.0％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（16.6％）､「そう感じない｣

(4.1％）の合計）人は20.7％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が56.2％、女性が69.3％と女性が13.1ポイント上回っ

ています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は20代が90.0％となっていますが、60代では48.1％と低

くなっています。[図表66参照]

○この設問に対する具体的な回答は104ページに掲載しています。

　問50　文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実していると感じますか。

▼

　● “そう感じる”が62.0％、“そう感じない”が20.7％。

図表66 文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実していると感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

17.9%

15.6%

18.5%

40.0%

22.2%

16.0%

13.8%

3.7%

26.5%

18.5%

33.3%

44.1%

40.6%

50.8%

50.0%

44.4%

52.0%

58.6%

44.4%

23.5%

44.6%

33.3%

66.7%

25.0%

16.6%

28.1%

7.7%

10.0%

11.1%

20.0%

17.2%

18.5%

14.7%

16.9%

0.0%0.0%

50.0%
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6.2%

0.0%

5.6%
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3.4%

7.4%

2.9%

4.6%

0.0%

17.2%

12.5%

16.9%

16.7%

8.0%

6.9%

25.9%

32.4%

15.4%

33.3%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10

64

65
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　生涯学習活動や文化活動を活発にするには、「各種講座などの情報提供の充実｣(19.8％)が

第１位に挙げられ、次いで「各種講座や催し物の内容の充実」（19.3％）、「文化イベント

の企画・開催」（15.0％）、「音楽・美術などの鑑賞機会の充実」（12.6％）と「文化施設

など活動の場の整備充実」（9.2％）などの順となっています。

[図表67～68参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

　問51　生涯学習活動・文化活動をより活発にしていくためには、どのようなことが必要だ
　　　と思いますか。

▼

　● 「各種講座などの情報提供の充実」が第１位。次いで「各種講座や催し物の内容の
　　  充実」、「文化イベントの企画・開催」の順。

第１位 第２位 第３位

図表67 生涯学習・文化活動を活発にしていくために必要なこと（全体／複数回答）

図表68 生涯学習・文化活動を活発にしていくために必要なこと（年齢／複数回答）（上位3位％）

年
　
　
　
　
齢

20代
各種講座などの情報提供の充実 指導者や相談体制の充実 同率複数のため省略

35.0 15.0 -

30代
各種講座や催し物の内容の充実 音楽・美術などの鑑賞機会の充実 同率複数のため省略

28.6 21.4 -

40代
各種講座や催し物の内容の充実各種講座などの情報提供の充実 文化イベントの企画・開催

17.125.7 （同率2位）17.1

50代
文化イベントの企画・開催 各種講座や催し物の内容の充実 各種講座などの情報提供の充実

27.1 22.9 18.8

60代
各種講座や催し物の内容の充実 各種講座などの情報提供の充実 同率複数のため省略

17.6 14.7 -

英語、PCの能力向上

学習者の希望内容の集約と分析

70歳以上
各種講座や催し物の内容の充実 各種講座などの情報提供の充実 音楽・美術など活動の場の整備充実

20.5 17.9 15.4

19.8%

19.3%

15.0%

12.6%

9.2%

8.2%

6.3%

4.3%

3.9%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

各種講座などの情報提供の充実

各種講座や催し物の内容の充実

文化イベントの企画・開催

音楽・美術などの鑑賞機会の充実

文化施設など活動の場の整備充実

指導者や相談体制の充実

学習・文化団体への支援

学習・文化活動等の発表機会の充実

史跡・文化財の保存や伝統文化の後継者の育成

その他
回答数＝207
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　運動やスポーツに取り組んでいるかたずねたところ、「取り組んでいる」(14.5％)これに｢ど

ちらかといえば取り組んでいる｣(17.2％)をあわせた“取り組んでいる”という人が31.7％とな

っています。

　一方、“取り組んでいない”（「取り組んでいない」（27.6％）と｢あまり取り組んでいない｣

(34.5％)の合計）人は62.1％となっています。

　性別の“取り組んでいる”人の割合は男性が32.8％、女性が29.2％と男性が3.6ポイント上

回っています。

　年齢別の“取り組んでいる”人の割合は20代が50.0％と高くなっていますが、60代で

は25.9％となっています。[図表69参照]

　問52　運動やスポーツに取り組んでいますか。

▼

　●“取り組んでいる”が31.7％、“取り組んでいない”が62.1％。

図表69 運動やスポーツについて（全体、性別、年齢、居住地）
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15.4%
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14.7%

13.8%

16.7%

33.3%

17.2%
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13.8%

30.0%

22.2%

16.0%

6.9%

22.2%

14.7%

14.6%

33.3%

33.3%

50.0%

34.5%

34.4%

38.5%

10.0%

33.3%

44.0%

48.3%

33.3%

26.5%

37.7%

16.7%

0.0%

27.6%

28.1%

29.2%

40.0%

38.9%

24.0%

13.8%

37.0%

23.5%

29.2%

16.7%

0.0%

25.0%

6.2%

4.7%

3.1%

3.4%

3.7%

20.6%

4.6%

16.7%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる あまり取り組んでいない 取り組んでいない 無回答
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64

65
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25
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27

34
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　スポーツ活動を活発にするには、「スポーツイベントの企画・開催｣(20.0％)が第１位に

挙げられ、次いで「スポーツ施設など活動の場の整備充実」(19.1％)、｢各種講座などの情報

提供の充実」(17.7％)、「指導者や相談体制の充実｣(15.3％)などの順となっています。

　年齢別の第１位は50代では「スポーツ施設など活動の場の整備充実」、70歳以上では

「スポーツ団体への支援」、他の年齢層では「スポーツイベントの企画・開催」となっています。

[図表70～71参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

年金生活者のスポーツと温泉併せて利用を安価で

年配者でも入れる講座の充実

少年団の指導者の質向上

25.0 （同率2位）25.0

計根別農協区域
同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

- - -

スポーツ施設など活動の場の整備充実 同率複数のため省略
42.9 28.6 -

計根別市街
スポーツ施設など活動の場の整備充実 指導者や相談体制の充実 スポーツ団体への支援

50.0

居
住
地

中標津市街
スポーツイベントの企画・開催 スポーツ施設など活動の場の整備充実 各種講座などの情報提供の充実

21.0 17.9 17.4

中標津町農協区域
各種講座などの情報提供の充実

70歳以上
スポーツ団体への支援 スポーツ施設など活動の場の整備充実 指導者や相談体制の充実

23.8 21.4 19.0

60代
スポーツイベントの企画・開催 各種講座や催し物の内容の充実 同率複数のため省略

20.5 （同率１位）20.5 -

50代
スポーツ施設など活動の場の整備充実 各種講座などの情報提供の充実 スポーツイベントの企画・開催

22.4 18.4 16.3

40代
スポーツイベントの企画・開催 各種講座などの情報提供の充実 指導者や相談体制の充実

21.6 （同率１位）21.6 18.9

スポーツイベントの企画・開催 スポーツ施設など活動の場の整備充実 各種講座や催し物の内容の充実
25.0 （同率１位）25.0 21.4

図表71 スポーツ活動を活発にしていくために必要な取り組み(年齢､居住地/複数回答)　（上位3位　％）

年
　
　
　
　
齢

20代
スポーツイベントの企画・開催 各種講座などの情報提供の充実 指導者や相談体制の充実

23.5 （同率１位）23.5 （同率１位）23.5

30代

スポーツ施設を気軽に使える環境

体育館の使用料を安くする。高すぎ！！

　問53　スポーツ活動をより活発にしていくためには、今後どのような取り組みが必要だと
　　　思いますか。

▼

　●「スポーツイベントの企画・開催」が第１位。次いで「スポーツ施設など活動の場の整
　　 備充実」、「各種講座などの情報提供の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表70 スポーツ活動を活発にしていくために必要な取り組み（全体／複数回答）

20.0%

19.1%

17.7%

15.3%

13.5%

11.2%

3.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

スポーツイベントの企画・開催

スポーツ施設など活動の場の整備充実

各種講座などの情報提供の充実

指導者や相談体制の充実

各種講座や催し物の内容の充実

スポーツ団体への支援

その他
回答数＝215
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人権・男女共同参画について

　男女が平等に参加できる社会になっていると感じるかたずねたところ､｢どちらかといえばそう

感じる｣(38.6％)これに｢そう感じる｣(11.7％)をあわせた“そう感じる”人は、50.3％となって

います。

　一方、“そう感じない”人（「どちらかといえばそう感じない」(24.1％)､「そう感じない」

（6.2％）の合計）は30.3％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が50.0％、女性が55.4％と女性が5.4ポイント上回っ

ています。

　年齢別の、“そう感じる”人の割合は20代では60.0％となっていますが、70歳以上では

41.2％となっています。[図表72参照]

○この設問に対する具体的な回答は104ページに掲載しています。

（７）

▼

　問54　男女が平等に参加できる社会の仕組みになってきていると感じますか。

　● “そう感じる”が50.3％、“そう感じない”が30.3％。

図表72 男女が平等に参加できる社会になっているか（全体、性別、年齢、居住地）
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14.7%

12.3%
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33.3%

38.6%

35.9%

46.2%

40.0%

44.4%

44.0%

41.4%

40.7%

26.5%

38.5%

33.3%

33.3%

50.0%

24.1%

31.3%

18.5%

30.0%

33.3%

24.0%

27.6%

22.2%

14.7%

25.4%

16.7%

0.0%

25.0%

6.2%

7.8%

6.2%

0.0%

11.1%
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19.3%
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20.0%

10.0%
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16.9%

50.0%
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25.0%
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60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答
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　男女平等に参加できる社会の形成に必要なことをたずねたところ、「保育や介護サービスの

充実など働きやすい環境の整備」（27.8％）が第１位に挙げられ、次いで「育児・介護

休業制度の一層の普及」(19.7％)、｢女性の働く場所の充実｣(15.2％)、「男女の固定的な

役割分担意識解消に向けた啓発」（13.5％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は40代が「育児・介護休業制度の一層の普及」となっていますが、他の年

齢層では「保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備｣となっています。さらに

20代では｢育児・介護休業制度の一層の普及」、「女性の働く場所の充実」も同率

（26.3％）で第１位に挙げられています。[図表73～74参照]

　問55　男女が平等に参加できる社会を形成するため、今後どのような取り組みが必要だと
　　　思いますか。

▼

　● 「保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備」が第１位。次いで「育児・
　　 介護休業制度の一層の普及」、「女性の働く場所の充実」の順。

第１位 第２位 第３位

図表73 男女が平等に参加できる社会形成に必要な取り組み（全体／複数回答）

図表74 男女が平等に参加できる社会形成に必要な取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

年
　
　
　
　
齢

20代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 育児・介護休業制度の一層の普及 女性の働く場所の充実

26.3 （同率１位）26.3 （同率１位）26.3

30代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 育児・介護休業制度の一層の普及 女性の働く場所の充実

38.2 26.5 17.6

40代
育児・介護休業制度の一層の普及 女性の働く場所の充実 保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備

22.9 （同率１位）22.9 20.0

50代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 育児・介護休業制度の一層の普及 男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発

26.1 23.9 13.0

60代
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 育児・介護休業制度の一層の普及

37.1 25.7 22.9

70歳以上
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 女性の働く場所の充実 男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発

24.0 16.0 14.0

居
住
地

中標津市街
保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備 育児・介護休業制度の一層の普及 女性の働く場所の充実

28.6 20.7 16.3

中標津町農協区域
男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発 同率複数のため省略 同率複数のため省略

28.6 - -
計根別市街

同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

- - -
計根別農協区域

同率複数のため省略 同率複数のため省略 同率複数のため省略

- - -

27.8%

19.7%

15.2%

13.5%

7.2%

6.3%

5.8%

4.0%

0.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

保育や介護サービスの充実など働きやすい環境の整備

育児・介護休業制度の一層の普及

女性の働く場所の充実

男女の固定的な役割分担意識解消に向けた啓発

町の審議会や委員会などへの女性の登用

女性の就労条件など企業に対する啓発

女性のための職業訓練の機会の提供

男女共同参画についての学習の充実

その他
回答数＝223
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　女性が抱える様々な悩みに対応する相談の窓口があることを知っているかたずねたところ、

｢知っている」と回答した人は13.8％となっているのに対し「知らない」と回答した人は74.5

％と知らない人が上回っています。

　性別で「知っている」と回答した人は男性が14.1％、女性は13.8％と男性が0.3ポイント

上回っています。

　年齢別では40代では28.0％が知っていますが、30代では5.6％と低くなっています。

[図表75参照]

　問56　女性が抱える様々な悩みに対応する相談窓口があることを知っていますか。

▼

　●「知っている」が13.8％。「知らない」が74.5％。

図表75 女性の相談窓口の設置について（全体、性別、年齢、居住地）

13.8%

14.1%

13.8%

20.0%

5.6%

28.0%

10.3%

14.8%

8.8%

14.6%

0.0%

33.3%
0.0%

74.5%

75.0%

78.5%

80.0%

94.4%

60.0%

86.2%

70.4%

64.7%

74.6%

83.3%

33.3%

75.0%

11.7%

10.9%

7.7%

12.0%

3.4%

14.8%

26.5%

10.8%

16.7%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

知っている 知らない 無回答
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27

34

回答数

145
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別

年
齢
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地
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地域間交流について

　国際交流や他地域との交流に参加したいかたずねたところ、「どちらかといえばそう思う」

（24.8％）これに「そう思う」（10.3％）をあわせた“そう思う”という人が35.1％となっ

ています。

　一方、“そう思わない”（｢どちらかといえばそう思わない｣(25.5％)、「そう思わない」

（27.6％）の合計）は53.1％となっています。

　性別の“そう思う”人の割合は男性が42.2％、女性が32.4％となり男性が9.8ポイント

上回っています。

　年齢別の“そう思う”人の割合は40代が52.0％となっていますが、60代では22.2％と

なっています。[図表76参照]

（８）

　問57　国際交流や他地域との交流に参加したいと思っていますか。

▼

　● “そう思う”が35.1％、“そう思わない”が53.1％。

図表76 地域間交流に参加したいか（全体、性別、年齢、居住地）

10.3%

15.6%

6.2%

10.0%

5.6%

16.0%

6.9%

7.4%

14.7%

9.2%

16.7%

33.3%

25.0%

24.8%

26.6%

26.2%

20.0%

27.8%

36.0%

34.5%

14.8%

17.6%

25.4%

16.7%

0.0%

25.0%

25.5%

25.0%

26.2%

20.0%

44.4%

16.0%

20.7%

29.6%

23.5%

25.4%

16.7%

33.3%

25.0%

27.6%

23.4%

32.3%

50.0%

22.2%

24.0%

27.6%

33.3%

20.6%

29.2%

33.3%

0.0%

11.7%

9.4%

9.2%

8.0%

10.3%

14.8%

23.5%

10.8%

16.7%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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　国内外との交流活動について今後の取り組みは何が必要かたずねたところ、「スポーツ、文

化を通じた人的交流」（22.0％）が第１位に挙げられ、次いで「学校教育・生涯学習などで

の外国語教育」(21.5％）、「国内外の姉妹・友好都市交流」（15.5％）、「町内や隣接圏

域の外国人との交流会」（12.5％）などの順となっています。

　年齢別の第１位は20代・30代・40代では「学校教育・生涯学習などでの外国語教育」、

50代・60代・70歳以上では「スポーツ、文化を通じた人的交流」となっています。

[図表77～78参照]

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

自分の意識の問題

姉妹・友好都市以外へもホームステイなど学生がするべき

25.0 （同率2位）25.0

計根別農協区域
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 同率複数のため省略 同率複数のため省略

40.0 - -

国内外の姉妹・友好都市交流 同率複数のため省略
42.9 28.6 -

計根別市街
スポーツ、文化を通じた人的交流 町内や隣接圏域の外国人との交流会 案内板や刊行物等の外国語併記

50.0

居
住
地

中標津市街
学校教育・生涯学習などでの外国語教育スポーツ、文化を通じた人的交流 国内外の姉妹・友好都市交流

21.121.7 15.6

中標津町農協区域
学校教育・生涯学習などでの外国語教育

70歳以上
町内や隣接圏域の外国人との交流会スポーツ、文化を通じた人的交流 案内板や刊行物等の外国語併記

20.528.2 17.9

60代
スポーツ、文化を通じた人的交流 学校教育・生涯学習などでの外国語教育 国内外の姉妹・友好都市交流

25.0 15.6 （同率2位）15.6

20.6 14.7

50代
スポーツ、文化を通じた人的交流 学校教育・生涯学習などでの外国語教育 国内外の姉妹・友好都市交流

28.9 22.2 15.6

国内外の姉妹・友好都市交流 町内や隣接圏域の外国人との交流会

31.0 17.2 （同率2位）17.2

40代
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 町内や隣接圏域の外国人との交流会 国内外の姉妹・友好都市交流

29.4

年
　
　
　
　
齢

20代
学校教育・生涯学習などでの外国語教育 国内外の姉妹・友好都市交流 スポーツ、文化を通じた人的交流

26.3 （同率１位）26.3 21.1

30代
学校教育・生涯学習などでの外国語教育

　問58　国内外との交流活動について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

▼

　● 「スポーツ、文化を通じた人的交流」が第１位。次いで「学校教育・生涯学習な
　　 どでの外国語教育」、「国内外の姉妹・友好都市交流」の順。

第１位 第２位 第３位

図表77 国内外との交流活動に必要な取り組み（全体／複数回答）

図表78 国内外との交流活動に必要な取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

22.0%

21.5%

15.5%

12.5%

11.5%

9.0%

6.0%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

スポーツ、文化を通じた人的交流

学校教育・生涯学習などでの外国語教育

国内外の姉妹・友好都市交流

町内や隣接圏域の外国人との交流会

案内板や刊行物等の外国語併記

文化などを紹介するイベント

地域の歴史等を通じた交流

その他
回答数＝200
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北方領土問題について

　北方領土問題を身近な問題と感じるかたずねたところ、「どちらかといえばそう感じる」（

26.9％）これに｢そう感じる｣（26.9％）をあわせた“そう感じる”人は、53.8％となってい

ます。

　一方、“そう感じない”人（「どちらかといえばそう感じない」(18.6％)､「そう感じない」

(13.1％）の合計）は31.7％となっています。

　性別の“そう感じる”人の割合は男性が68.8％、女性が47.7％と男性が21.1ポイント上回

っています。

　年齢別の“そう感じる”人の割合は､70歳以上が61.8％と一番高くなっていますが､30代

では27.8％と低くなっています。[図表79参照]

○この設問に対する具体的な回答は105ページに掲載しています。

（９）

▼

　問59　北方領土問題を身近な問題として感じますか。

　●“そう感じる”が53.8％、“そう感じない”が31.7％。

図表79 北方領土問題を身近に感じるか（全体、性別、年齢、居住地）

26.9%

39.1%

21.5%

40.0%

22.2%

32.0%

31.0%

25.9%

20.6%

26.9%

33.3%

0.0%

50.0%

26.9%

29.7%

26.2%

20.0%

5.6%

24.0%

27.6%

25.9%

41.2%

26.9%

0.0%

66.7%

25.0%

18.6%

10.9%

23.1%

20.0%

44.4%

12.0%

24.1%

11.1%

8.8%

20.0%

16.7%

0.0%

13.1%

9.4%

16.9%

20.0%

22.2%

20.0%

13.8%

11.1%

2.9%

13.8%

16.7%

0.0%

14.5%

10.9%

12.3%

0.0%

5.6%

12.0%

3.4%

25.9%

26.5%

12.3%

33.3%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10
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27
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取り組みに対する費用負担の可否について

　取り組みに対する費用負担の可否についてたずねたところ、「賛成である」（14.5％）これに

「どちらかといえば賛成である」（22.1％）をあわせた“賛成である”という人が36.6％とな

っています。

 　一方、“反対である”（「どちらかといえば反対である」(9.0％）及び｢反対である｣

（9.7％）の合計）は18.7％となっています。

　なお、「どちらともいえない」の回答は29.0％ありました。[図表80参照]

　性別で“賛成である”人の割合は、男性（40.6％）と女性（33.8％）と男性が6.8ポイント

上回っています。

　年齢別にみると30代の“賛成である”人の割合は50.0％と高い割合となりましたが、60代

では18.5％と２割に満たない結果となっています。

　職業別で“賛成である”人の割合の高い層をみると、卸小売業・飲食業（57.2％）となってい

ますが、製造業・建設業においては、14.3％と低くなっています。

［図表81参照］

「その他」の具体的な回答は以下のとおりです。

３　費用負担について

（１）

▼

　問60　これまでの設問４から設問59において、今後必要と思われる取り組みなどにつ
　　　　いて、おたずねしてきましたが、選択された取り組みなどの実施・実現のために
　　　　は、町民の費用負担が必要となる場合がありますが、どのように考えますか。

　● “賛成である”が36.6％、“反対である”が18.7％、「どちらともいえない」が
　　  29.0％、「その他」が3.4％。

年金生活で余裕がない

必要な物であれば、負担もするが、どのような順で決めていくのかはしっかり伝えてほしい。

ふるさと納税

図表80 取り組みに対する費用負担の可否（全体）

施策を説明し納得させる

町民が安心安全に生活できるなら、それなりの負担は必要と思うが、高齢者、弱者への対策も必要と思う

賛成である, 14.5%
どちらかといえば賛成である,

22.1%
どちらともいえない, 29.0%

どちらかといえば反対であ

る, 9.0%

反対である, 9.7% その他, 3.4%

無回答, 12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

回答数

145
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図表81 取り組みに対する費用負担の可否（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）
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33.3%
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25.0%
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0.0%

23.7%
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23.1%

16.7%
0.0%

12.5%

53.8%

21.1%
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29.2%

16.7%

33.3%

25.0%

12.5%

23.1%

28.9%

30.6%
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0.0%

33.3%
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7.7%
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10.0%

16.7%
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10.5%
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0.0%

25.0%
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5.3%

2.4%

11.5%

16.7%

33.3%

25.0%

25.0%

7.9%

15.3%

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満
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20年以上
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24.0%
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27.5%
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25.0%

35.4%

30.0%

33.3%

16.0%
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40.7%

14.7%

20.0%

28.6%

14.3%

30.0%

31.6%

31.8%

22.2%

33.3%

9.0%

12.5%

6.2%

10.0%

5.6%

20.0%

3.4%

7.4%

8.8%

28.6%

28.6%

10.0%

10.5%

0.0%

8.3%

0.0%

9.7%

9.4%

10.8%

30.0%

5.6%

10.3%

14.8%

8.8%

20.0%

14.3%

7.5%

10.5%

13.6%

11.1%

3.4%

4.7%

3.1%

4.0%
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3.7%

5.9%

5.0%

0.0%

8.3%

0.0%

12.4%

7.8%

10.8%
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16.0%
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23.5%

20.0%

14.3%

2.5%

21.1%

13.6%

19.4%

16.7%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

農林業

製造業・建設業

卸小売業・飲食業

その他ーサービス業等

パートタイム・アルバイト

主婦（夫）

無職

学生・その他

賛成である どちらかといえば賛成である どちらともいえない どちらかといえば反対である 反対である その他 無回答

10
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65

18

25
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地域活動・ボランティア活動について

　地域活動・ボランティア活動への参加状況・意向についてたずねたところ、「参加してい

ないし、今後も参加するつもりはない」（28.3%）が最も多く、次いで「参加していない

が、今後は参加したい」（26.9％）、｢参加しているし、今後も参加したい｣(24.8％)、「参

加しているが、今後は参加するつもりはない」（9.0％）の順となっています。

　これを今後の参加意向でみると、今後“参加したい”人（「参加しているし、今後も参加

したい」（24.8％）及び「参加していないが、今後は参加したい」（26.9％）の合計）が

51.7％、今後“参加したくない”人（「参加していないし、今後も参加するつもりはない」

（28.3％）及び「参加しているが、今後は参加するつもりはない」（9.0％）の合計）が

37.3%となっており､現在“参加している”人の33.8％から今後“参加したい”人が51.7％

に増加する結果となっています。

　性別で“参加したい”人の割合は男性で56.2％、女性で50.8％と男性が5.4ポイント上

回っています。

　年齢別でみると､“参加したい”人の割合は30代が66.7％と高いですが､20代では

30.0％と低くなっています。[図表82参照]

４　町民活動・協働について

（１）

▼

　問61①　あなたの地域活動・ボランティア活動への、現在の参加状況と、今後の参加意
　　　　　向についておたずねします。

　●“参加している”が33.8％、“参加していない”が55.2％。
　　“参加したい”が51.7％、“参加したくない”が37.3％。
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図表82 地域活動・ボランティア活動について（全体、性別、年齢、居住地、居住年数）

24.8%

32.8%

18.5%

0.0%

16.7%

16.0%

37.9%

14.8%

41.2%

23.8%

33.3%

33.3%

50.0%

15.4%

23.7%

29.4%

26.9%

23.4%

32.3%

30.0%

50.0%

44.0%

24.1%

25.9%

5.9%

29.2%

16.7%

0.0%

0.0%

50.0%

61.5%

31.6%

17.6%

9.0%

6.3%

12.3%

20.0%

4.0%

10.3%

14.8%

8.8%

8.5%

16.7%

33.3%

12.5%

10.5%

9.4%

28.3%

29.7%

27.7%

50.0%

33.3%

28.0%

20.7%

25.9%

23.5%

28.5%

16.7%

0.0%

25.0%

25.0%

23.1%

28.9%

28.2%

11.0%

7.8%

9.2%

8.0%

6.9%

18.5%

20.6%

10.0%

16.7%

33.3%

25.0%

12.5%

5.3%

15.3%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満

5年以上20年未満

20年以上

現在、参加しているし、今後も参加したい 現在、参加してないが、今後は参加したい

現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない 現在、参加してないし、今後も参加するつもりはない

無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数
145

130

6

3

4

8

13

38

85

性
別

年
齢

居
住
地

居
住
年
数
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参加したい地域活動について

　問61①で今後“参加したい”(51.7％)と回答した人に､参加したい活動をたずねたところ､

「町内会や自治会などの活動」（21.0％）が第１位に挙げられ、次いで「老人クラブや女性

団体、子ども会などの活動｣(11.6％)､｢公園・道路の清掃や花壇の世話｣(11.0％)､「子育て

支援に関する活動」（9.9％）などの順となっています。

[図表83～84参照]

（同率１位）50.0 -
計根別農協区域

町内会や自治会などの活動 農協や商工会などの活動 老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

40.0 （同率１位）40.0 20.0

同率複数のため省略 同率複数のため省略

- - -
計根別市街

町内会や自治会などの活動 高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動 -
50.0

居
住
地

中標津市街
町内会や自治会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話 老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

20.2 11.9 11.3

中標津町農協区域
同率複数のため省略

70歳以上
町内会や自治会などの活動 老人クラブや女性団体、子ども会などの活動 公園・道路の清掃や花壇の世話

24.3 18.9 13.5

60代
町内会や自治会などの活動 同率複数のため省略 同率複数のため省略

28.0 - -

50代
町内会や自治会などの活動 老人クラブや女性団体、子ども会などの活動 教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

27.3 11.4 （同率2位）11.4

40代
子育て支援に関する活動 町内会や自治会などの活動 老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

13.9 11.1 （同率2位）11.1

33.3 22.2 -
30代

子育て支援に関する活動 町内会や自治会などの活動 同率複数のため省略

23.3 16.7 -

老人クラブや女性団体、子ども会などの活動 子育て支援に関する活動

14.6 （同率１位）14.6 （同率１位）14.6

年
　
　
　
　
齢

20代
公園・道路の清掃や花壇の世話 子育て支援に関する活動 同率複数のため省略

性
別

男性
町内会や自治会などの活動 地域づくりやまちおこしに関する活動 公園・道路の清掃や花壇の世話

25.9 9.4 8.2

女性
町内会や自治会などの活動

第１位 第２位 第３位

　問61②　あなたは、今後（今後とも）どのような地域活動・ボランティア活動に参加し
　　　　　たいと思いますか。
　　　　　（問61①で“参加したい”と回答した人のみ）【複数回答】

　● 「町内会や自治会などの活動」が第１位。次いで「老人クラブや女性団体、子ども
　　  会などの活動」の順。

図表83 参加したい地域活動等について（全体／複数回答）

図表84 参加したい地域活動等について（性別、年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

（２）

▼

21.0%

11.6%

11.0%

9.9%

8.3%

7.7%

6.1%

5.5%

3.9%

3.3%

2.2%

2.2%

2.2%

1.1%

1.1%

1.1%

0.6%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

町内会や自治会などの活動

老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

公園・道路の清掃や花壇の世話

子育て支援に関する活動

高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動

地域づくりやまちおこしに関する活動

教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

自然保護や環境保全、リサイクル等に関する活動

PTA、青少年の健全育成に関する活動

自主防災や災害援助に関する活動

募金や寄付、バザー等に関する活動

農協や商工会などの活動

パトロールなど防犯に関する活動

通院介助や健康管理の指導など保健・医療に関する活動

国際交流、国際協力に関する活動

伝統芸能の保存に関する活動

交通安全に関する活動

その他回答数＝181
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情報共有について

　町の情報について知りたい情報が得られているかたずねたところ、｢そう感じる｣(13.1％)

これに「どちらかといえばそう感じる」（46.9％）をあわせた“そう感じる”人は60.0％

となっています。

　一方、“そう感じない”「どちらかといえばそう感じない」（19.3％）及び「そう感じな

い」（4.8％）の合計）人は24.1％となっています。［図表85参照］

　性別で“そう感じる”人をみると、男性（67.2％）が女性（60.0％）を7.2ポイント上

回っています。

　年齢別で､“そう感じる”人は20代の年齢層が70.0％と一番高く､30代では50.0％と低

くなっています。

　職業別・居住地・居住年数で“そう感じる”人の高い層をみると、職業別では卸小売業・

飲食業（71.4%）、居住地では同率で中標津町農協区域、計根別市街（66.7％）、居住年

数では1年以上5年未満（69.2％）などとなっています。［図表86参照］

図表85 知りたい情報が得られているか（全体）

５　中標津町役場について

（１）

▼

　問62　町の情報について、知りたい情報が得られていると感じますか。

　● “そう感じる”が60.0％、“そう感じない”が24.1％。

そう感じる, 13.1%

どちらかといえばそう感じる, 

46.9%

どちらかといえばそう感じな

い, 19.3%

そう感じない, 4.8%

無回答, 15.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

回答数

145
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○この設問に対する具体的な回答は106ページに掲載しています。

図表86 知りたい情報が得られているか（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）

13.1%

15.6%

10.8%

10.0%
0.0%

16.0%

13.8%

14.8%

17.6%

40.0%

0.0%

12.5%

0.0%

22.7%

16.7%

16.7%

13.8%

16.7%

0.0%

12.5%

7.7%

10.5%

15.3%

46.9%

51.6%

49.2%

60.0%

50.0%

48.0%

51.7%

44.4%

38.2%
0.0%

42.9%

71.4%

52.5%

63.2%

45.5%

38.9%

33.3%

46.9%

50.0%

66.7%

25.0%

37.5%

61.5%

57.9%

40.0%

19.3%

20.3%

20.0%

20.0%

38.9%

16.0%

27.6%

11.1%

11.8%

40.0%

28.6%

14.3%

25.0%

15.8%

13.6%

13.9%

33.3%

20.0%

0.0%

0.0%

50.0%

25.0%

23.1%

13.2%

21.2%

4.8%

3.1%

4.6%

10.0%

0.0%

8.0%

0.0%

7.4%

2.9%

14.3%

14.3%

5.0%

0.0%

4.5%

2.8%

0.0%

5.4%

0.0%

12.5%

7.7%

2.6%

4.7%

15.9%

9.4%

15.4%

11.1%

12.0%

6.9%

22.2%

29.4%

20.0%

14.3%

5.0%

21.1%

13.6%

27.8%

16.7%

13.8%

33.3%

33.3%

25.0%

12.5%

15.8%

18.8%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

農林業

製造業・建設業

卸小売業・飲食業

その他ーサービス業等

パートタイム・アルバイト

主婦（夫）

無職

学生・その他

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満

5年以上20年未満

20年以上

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答

10
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65

18

25

29

27
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5

7

7

40
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6
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130

6

3

4

8

13

38

85

性
別

年
齢

職
業

居
住
地

居
住
年
数

74



役場の窓口について

　役場の窓口はわかりやすく、利用しやすいと感じるかたずねたところ、「そう感じる」

(17.2％)これに「どちらかといえばそう感じる」（36.6％）をあわせた“そう感じる”

人は53.8％となっています。

　一方、“そう感じない”（「どちらかといえばそう感じない」（20.7％）及び「そう

感じない」（11.0％）の合計）は31.7％となっています。[図表87参照]

　性別で“そう感じる”人をみると、男性（59.4％）が女性（49.3％）を10.1ポイント上回っ

ています。

　年齢別で､“そう感じる”人は50代が62.1％と一番高く､20代・40代では40.0％と低

くなっています。

　職業別・居住地・居住年数で“そう感じる”人の高い層をみると、職業別では農林業

（80.0％）居住地では中標津町農協区域(83.4％)、居住年数では20年以上（56.5％）など

となっています。［図表88参照］

　● “そう感じる”が53.8％、“そう感じない”が31.7％。

図表87  役場窓口を利用しやすいと感じるか（全体）

（２）

　問63　役場の窓口はわかりやすく、利用しやすいと感じますか。

▼

そう感じる, 17.2%
どちらかといえばそう感じる, 

36.6%

どちらかといえばそう感じない, 

20.7%

そう感じない, 11.0%

無回答, 14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

回答数

145
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○この設問に対する具体的な回答は106ページに掲載しています。

図表88 役場窓口を利用しやすいと感じるか（全体、性別、年齢、職業、居住地、居住年数）

17.2%

20.3%
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0.0%
0.0%
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13.8%
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36.1%

16.7%

17.7%
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33.3%

0.0%
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21.2%

36.6%

39.1%

38.5%

40.0%

50.0%

24.0%

48.3%

37.0%

23.5%

60.0%

14.3%

14.3%

42.5%

47.4%

36.4%

22.2%

50.0%

35.4%

66.7%

0.0%

50.0%

37.5%

30.8%

39.5%

35.3%

20.7%

23.4%

21.5%

30.0%

27.8%

32.0%

27.6%

11.1%

8.8%
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28.6%

57.1%

27.5%

31.6%
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21.5%

16.7%

33.3%
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50.0%

30.8%

23.7%

15.3%

11.0%

9.4%

13.8%
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11.1%

16.0%

3.4%

11.1%

8.8%

20.0%

42.9%

12.5%

5.3%

13.6%

8.3%

11.5%

0.0%

25.0%

23.1%

10.5%

10.6%

14.5%

7.8%

15.4%

0.0%

11.1%

12.0%

6.9%

18.5%

26.5%

0.0%

0.0%

7.5%

15.8%

18.2%

25.0%

33.3%

13.8%

0.0%

33.3%

25.0%

12.5%

7.7%

10.5%

17.6%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

農林業

製造業・建設業

卸小売業・飲食業

その他ーサービス業等

パートタイム・アルバイト

主婦（夫）

無職

学生・その他

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

1年未満

1年以上5年未満

5年以上20年未満

20年以上

そう感じる どちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じない そう感じない 無回答
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6　将来人口目標について

（１）目標の達成に必要なこと

　目標達成に必要な取り組みについて、意見等を記入した人は58人で、回答者（145人）に対す

る記入率は40.0％でした。これらの記述された意見等を集約すると記入された意見は90件とな

っています。[図表89参照]

　集約した意見を「まちづくり・行財政分野」「健康・福祉・医療分野」「経済・産業分野」

「生活基盤分野」「生活環境分野」「教育・文化分野」という６つの分野で区分し、まとめると

次のとおりとなります。[図表90～91参照]

20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上年齢不詳

145 10 18 25 29 27 34 2

58 4 11 9 14 8 11 1

40.0% 40.0% 61.1% 36.0% 48.3% 29.6% 32.4% 50.0%

90 7 15 12 25 11 19 1

※年齢不詳は問１（２）年齢が無回答のもの

20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上年齢不詳
90 7 15 12 25 11 19 1

100% 7.8% 16.7% 13.3% 27.8% 12.2% 21.1% 1.1%
5 0 0 0 2 1 2 0

5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 8.0% 9.1% 10.5% 0.0%
34 3 10 5 8 5 3 0

37.8% 42.9% 66.7% 41.7% 32.0% 45.5% 15.8% 0.0%
33 2 3 4 7 4 12 1

36.7% 28.6% 20.0% 33.3% 28.0% 36.4% 63.2% 0.0%
18 2 2 3 8 1 2 0

20.0% 28.6% 13.3% 25.0% 32.0% 9.1% 10.5% 0.0%
0 0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0 0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問６４　第６期中標津町総合発展計画（計画期間：平成２３年度～平成３２年度）では、平成
             ３２年度の将来人口を25,000人（平成２９年３月末現在23,582人）と設定してい
　　　　ますが、目標達成には今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

●回答者58人、記入率40.0％、意見90件（記述式での回答）

全体

全　　体

経済・
産業分野

回答者数

教育・
文化分野

図表90 目標達成に必要な取り組みについての分野別意見（全体、年齢別）

生活環境分野

分
　
野
　
別

まちづくり・
　行財政分野

意見記入者数

生活基盤分野

全体

図表89 目標達成に必要な取り組みについての記入状況（全体、年齢別）

年　　　　　　　　　　　　　　齢

意見件数

記入率（％）

年齢

健康・福祉・
　医療分野
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図表91　将来人口目標の達成に必要な取り組み一覧

分野 項目 意見集約 件数

周辺町村の現況から町の人口流出は大きく変わらないと思う。数年は現在のまま進行し将来的には増
加するものと思われる。町の周辺の環境整備して編入態勢を整えるべき

1

高校出て大学行ってももどってこない。魅力のある何かがあれば．．． 1

人材が管外に流出させないための手立てを考えるのが役場の務め。まず方針ありき。町の方針を町民
に知らせず、漠然と聞くのはいかがなものか。あまりにも他力すぎる。

1

ライフラインの低料金化など生活しやすい環境をつくる。 1

中標津の基幹産業は酪農（農業）。役場新卒者の現場研修（職員が地元の知識不足である）中標津農
業高校の学業を見習いなさい。

1

夫婦共働きが安心してできるということが大前提である。その為に保育所、幼稚園の充実が絶対必要と
思う。人口減を押さえ込むには、このことは欠かすことができない。行政はこのことを肝に命じて取り組
むべき。

1

中標津町は緑豊かな美しい町だと思います。この自然を保全しながら、将来を担う子供たちを健康に
（身、心、共に）育てていける環境の人的、物的充実が必要と思う。

1

子育て支援の充実（支援金など） 7

中標津町に住んでいたいと思う人が増えるような取り組みが必要だと思います 2

子育て支援で子供を産み育てやすくする環境。 7

子供は医療費無料 1

子育て支援（保育園等親が働ける環境づくり、子ども医療の充実。最低でも中学生までの医療費無償
化）。

2

子育て世代の支援。子育てしながら働ける環境のよい会社。 3

高齢者施策の充実 高齢になっても安心して生活できる設備、制度の確立が必要だと思う 1

健康づくりの推進
医療の充実が大切だと思います。高度な医療とかではなく、予防に力を入れる。この規模の地域だから
こそ出来る医療対策のようなものがあるのでは．．．。積極的な健康作り。

1

産婦人科の充実。 1

医療機関の充実 3

通院（町外）の助成や方法（町立病院から釧路に回されても通院できない人も多くいる）。 2

病院の充実（常勤医の確保、自宅で安心して過ごせる環境の確保。往診等看取り体制の充実） 1

町立病院の変革（基幹病院として責任が全く無い）。 1

農業の振興 酪農就農者の募集。 1

専門学校、大学を誘致できれば、転入者（学生）が増える 3

林業大学などと大企業の工場などの誘致の促進を図る努力をする 7

娯楽施設を増やす 3

少子化対策、優秀な高校や大学の設置、 1

若い人が地元に残ったり、Uターンして働く魅力ある町づくり。工場、施設、遊び場の充実化 1

プロ野球が試合できる球場の設立。 1

中標津町は地域町おこし隊など外部へ呼びかけ、内地からも中標津の素晴らしさのPRしてくださってま
すし共感しています。これからも活気のある町として若い人が増えてほしいと思います。私の文化活動
の先生（埼玉在住）は今年2度目の来中になりますが、8月初旬12日間滞在されます。ゆっくり絵を描い
たり、観光もされます。ちなみに宿泊場所は俵橋マルエー温泉です。一時的でも遠くから来て頂く方に対
して、あまり出過ぎずに出来る限りのおもてなしをできればと楽しみに町民と共にお迎えしたいと存じて
おります。

1

道外からの移住希望者への町のPR強化 1

「仕事が」ということも聞くが、新しい血が新しい仕事を生む。田舎で不便はウソ。首都圏から旅行などで
来町した人は、みな口を揃えて「素敵な町」と言う。空港の知名度を上げる。羽田直行便があることを知
らない人が多い。発信が必要。

1

若年層の流出を減少させるべきで、雇用の創出が不可欠。 2

首都圏の人口分散、誘致、担い手、職場環境の健全化など 1

若い人の就労の充実 5

安定した収入のある仕事があること。 1

現状維持をしていくために転出者の抑制と死亡者の補充が必要。そのために公的住宅の充足と雇用の
確保がある町づくりが重要と考える。

1

働く場所の確保 2

計画的な
　　行政経営の推進

まちづくり・
　行財政分野

子育て支援の充実

地域医療の充実

健康・福祉・
　　医療分野

経済・
　　産業分野

雇用対策の推進

商工業の振興

観光の振興
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図表91　将来人口目標の達成に必要な取り組み一覧

分野 項目 意見集約 件数

子どもを産んだ後のフォローやお嫁さんが町に来てもらうように街コンを企画する！ 1

若者が集まれる所であったり、子どもを産みそだてられる環境！その以前の出会いの場を作るなどな
ど。

1

道内外からの移住の促進。 1

転勤族が多くを占めるので、今いる人を大切に。 1

北方領土返還による流動人口、移り住む人。 1

転住者の応募（標津町のように土地提供等）。 1

住みやすい環境をつくり移住者を増やす。 1

もっと有名な町にするために飲み屋にものまねをしにいく 1

人口に合わせ公共施設の大型化 1

土地の無料譲渡など 1

仕事に就くための学校（専門、訓練等）若者が離れないよう、又他地域から来るよう、そして職場、空き
地と条件等考え、大手会社等に無料提供、社員呼び込み、大きなこと、今までと同じことをやっているよ
うでは駄目だと思う。行ってしまった者はなかなか戻ってこないと思う。空き地をもっと何かうまく使うこと

1

公共の乗り物の充実（バス等） 1

高齢者の生活移動の見直し。（交通整備）。 1

中標津空港の航路の充実。 1

飛行場は維持してほしい。 1

マンション・アパートなどの家賃をもう少し安くする 1

中標津に住みたいと思う都会からの移住者を受け入れ、住宅などの支援をする 1

上・下水道の再整備 水道料金の負担が大きいので対応してほしい。 1

生活基盤分野

コミュニティの育成

計画的な土地利用と
　　市街地整備の推進

道路・交通網の充実

住宅施策の推進
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協働の推進に向け町民が行政に望むもの

 協働の推進について今後の取り組みは何が必要かたずねたところ､｢広聴活動の充実｣(24.6％)

が第１位に挙げられ、次いで「広報活動の充実」（18.1％）、「公共施設管理等への住民・

民間参画の促進」（15.1％）、「自治基本条例の適切な進行管理」（10.6％）、「NPO等

の育成・支援」（9.5％）、などの順となっています。

　年齢別では、20代・30代は「広聴活動の充実」、他の年齢層では「広報活動の充実」が

第１位となっています。[図表92～93参照]

図表93 協働の推進に必要な取り組み（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

（同率１位）33.3 （同率１位）33.3

計根別農協区域
同率複数のため省略NPO等の育成・支援 同率複数のため省略

-40.0 -

広聴活動の充実 同率複数のため省略
42.9 28.6 -

計根別市街
広報活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進 その他

33.3

居
住
地

中標津市街
広報活動の充実 広聴活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進

24.4 18.3 15.0

中標津町農協区域
広報活動の充実

70歳以上
広報活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進 同率複数のため省略

22.0 （同率１位）22.0 -

60代
広報活動の充実 広聴活動の充実 公共施設管理等への住民・民間参画の促進

25.0 18.8 15.6

16.7 -
50代

広聴活動の充実公共施設管理等への住民・民間参画の促進広報活動の充実
11.916.735.7

同率複数のため省略同率複数のため省略
34.5 --

40代
広報活動の充実 自治基本条例の適切な進行管理 同率複数のため省略

19.4

年
　
　
　
　
齢

20代
広聴活動の充実 同率複数のため省略広報活動の充実

37.5 -31.3

30代
広聴活動の充実

７　行政との関わりについて

（１）

▼

　問65　 これからのまちづくりは、より多くの住民の皆さんが町政に参画して、課題解決
　　　　や地域づくりを行う「町民参画・協働のまちづくり」が重要なテーマとなります。
　　　　　あなたは、この「町民参画・協働のまちづくり」を進めるためには、行政に何が
　　　　必要だと思いますか。

　●「広聴活動の充実」が第１位。次いで「広報活動の充実」、「公共施設管理等への
　　  住民・民間参画の促進」の順。

第１位 第２位 第３位

図表92 協働の推進に必要な取り組み（全体／複数回答）

24.6%

18.1%

15.1%

10.6%

9.5%

9.5%

6.5%

5.0%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

広聴活動の充実

広報活動の充実

公共施設管理等への住民・民間参画の促進

自治基本条例の適切な進行管理

NPO等の育成・支援

審議委員の一般公募、パブリックコメントの充実

まちづくりに関する学習機会の提供

地域活動・ボランティア活動の活性化

その他
回答数＝199
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情報収集について

　防災のための情報をどこから得ているかたずねたところ、「広報中標津」（27.0％）が

第１位に挙げられ、次いで「テレビ」(24.6％）、「インターネットやスマートフォン」

（20.5％）、「中標津町緊急情報メール「キキボウ」」（15.2％）などの順となって

います。

　年齢別の第１位は60代・70歳以上では「広報中標津」、他の年齢層では「インター

ネットやスマートフォン」となっています。

[図表94～95参照]

8　防災対策（情報収集）について

33.3 -
計根別農協区域

テレビ インターネットやスマートフォン コミュニティFMラジオを活用した防災放送

50.0 33.3 16.7

中標津町緊急情報メール「キキボウ」 同率複数のため省略
33.3 （同率１位）33.3 -

計根別市街
テレビ 広報中標津 -

66.7

居
住
地

中標津市街
広報中標津 テレビ インターネットやスマートフォン

27.7 23.7 20.5

中標津町農協区域
広報中標津

70歳以上
広報中標津 テレビ 同率複数のため省略

36.4 30.9 -

60代
広報中標津 中標津町緊急情報メール「キキボウ」 テレビ

31.0 21.4 （同率１位）21.4

50代
インターネットやスマートフォン テレビ 同率複数のため省略

23.4 （同率１位）23.4 -

40代
インターネットやスマートフォン 広報中標津 テレビ

28.3 （同率１位）28.3 17.4

23.5 17.6

30代
インターネットやスマートフォン テレビ 広報中標津

37.5 31.3 18.8

第１位 第２位 第３位

年
　
　
　
　
齢

20代
インターネットやスマートフォン テレビ 広報中標津

41.2

（１）

　問66　あなたは、防災のための情報をどこから得ていますか？

▼

　● 「広報中標津」が第１位。次いで「テレビ」、「インターネットやスマート
　　 フォン」の順。

図表94 防災のための情報をどこから得ているか（全体／複数回答）

図表95 防災のための情報をどこから得ているか（年齢、居住地／複数回答）（上位3位　％）

27.0%

24.6%

20.5%

15.2%

12.7%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

「広報中標津」

テレビ

インターネットやスマートフォン

中標津町緊急情報メール「キキボウ」

コミュニティFMラジオを活用した防災放送

その他

回答数＝244
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　コミュニティFMラジオを活用した防災放送を聴いたことがあるかたずねたところ、「たまに

聴いている」（29.7％）これに｢よく聴いている｣（13.1％）をあわせた“聴いている”人は、

42.8％となっています。

　一方、“聴いたことがない”人（「放送していることは知っているが、聴いたことはない」

(30.3％)､「放送していることを知らず、聴いたことがない」(18.6％）の合計）は48.9％

となっています。

　性別の“聴いている”人の割合は男性が46.9％、女性が41.5％と男性が5.4ポイント上回

っています。

　年齢別の“聴いている”人の割合は､50代が51.7％と一番高くなっていますが､20代

では30.0％と低くなっています。[図表96参照]

　問67　あなたは、コミュニティFMラジオを活用した防災放送を聴いたことがありますか？

▼

　●「聴いている」が42.8％。「聴いたことがない」が48.9％。
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図表96 コミュニティFMラジオを活用した防災放送について（全体、性別、年齢、居住地）

13.1%

12.5%

13.8%

10.0%

5.6%

8.0%

13.8%

11.1%

23.5%

13.1%

33.3%

0.0%

0.0%

29.7%

34.4%

27.7%

20.0%

33.3%

32.0%

37.9%

33.3%

17.6%

30.8%

0.0%

33.3%

25.0%

30.3%

32.8%

29.2%

30.0%

33.3%

32.0%

27.6%

25.9%

32.4%

31.5%

16.7%

33.3%

18.6%

14.1%

21.5%

40.0%

27.8%

24.0%

13.8%

14.8%

11.8%

17.7%

16.7%

33.3%

50.0%

8.3%

6.3%

7.7%

4.0%

6.9%

14.8%

14.7%

6.9%

33.3%

25.0%

全体

男性

女性

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

中標津市街

中標津町農協区域

計根別市街

計根別農協区域

よく聴いている たまに聴いている

放送していることは知っているが、聴いたことはない 放送していることを知らず、聴いたことがない

無回答

10

64

65

18

25

29

27

34

回答数
145

130

6

3

4

性
別

年
齢

居
住
地
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Ⅲ　まちづくり町民アンケート自由意見



（1）自由意見の記入状況
　自由意見欄に意見等を記入した人は、44人で、回答者（145人）に対する記入率は、

30.3％でありました。これらの自由記述された意見は62件となっています。

　集約した意見を「まちづくり・行財政分野」　「健康・福祉・医療分野」　「経済・産

業分野」　「生活基盤分野」　「生活環境分野」　「教育・文化分野」という６つの分野

で区分し、まとめると次のとおりとなります。[図表97～99参照]

20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 年齢不詳

145 10 18 25 29 27 34 2

44 2 9 8 9 2 12 2

30.3% 20.0% 50.0% 32.0% 31.0% 7.4% 35.3% 100.0%

62 2 20 9 14 2 13 2

※年齢不詳は問１（２）年齢が無回答のもの

20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 年齢不詳

62 2 20 9 14 2 13 2

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 3.2%

21 0 3 4 4 1 8 1

33.9% 0.0% 15.0% 44.4% 28.6% 50.0% 61.5% 4.8%

14 1 10 1 0 0 2 0

22.6% 50.0% 50.0% 11.1% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0%

11 0 5 1 5 0 0 0

17.7% 0.0% 25.0% 11.1% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0%

9 1 1 0 3 1 2 1

14.5% 50.0% 5.0% 0.0% 21.4% 50.0% 15.4% 11.1%

5 0 1 1 2 0 1 0

8.1% 0.0% 5.0% 11.1% 14.3% 0.0% 7.7% 0.0%

2 0 0 2 0 0 0 0

3.2% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

図表97 自由意見の記入状況（全体、年齢別）

図表98 自由意見の分野別意見数（全体、年齢別）

全体

分
　
野
　
別 生活基盤分野

教育・
      文化分野

１　自由意見

回答数

意見記入者

記入率（％）

意見件数

生活環境分野

まちづくり・
   行財政分野

健康・福祉・
      医療分野

経済・
      産業分野

年　　　　　　　　　　　　　　齢
全　　体

全　　体
年　　　　　　　　　　　　　　齢
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図表99 自由意見一覧
分野 項目 意見集約 件数

町内会に加入しない町民が多いので、町内会費寄付金等との金額を町づくり資金として徴収してほし
い。

1

ゴミ収集を自宅前で収集するのは、これから人口増えると大変じゃないかなと思います。町内会の管理
もいいんじゃないかと思います。

1

町議員は町民意見の交流をして行政に活動してほしい。 1

私は卓球を体育館で楽しみ、健康を心がけています。できれば生涯現役で同窓会も実現できるようイ
ベントを設けていただけませんか？

1

FMラジオ局をもっと増やしてほしい。 1

忙しいのでアンケート送ってこないでほしいです。 1

身体の調子悪く満足に返答できず申し訳ありません。 2

個人宅で生活弱者へのサービス（除雪作業や買い物代行など）ふるさと納税の特典。 1

理由欄記入なしですみません 1

休日のイベントにボランティアでスタッフとして参加することがあるのですが、役場職員は休日出勤手当
が支払われるとのこと。同じことをするので、職員も年に1.2度はボランティアで参加してはどうですか？

1

もう少し若い方にアンケート出した方がよいのではないでしょうか 1

今後このようなアンケート実施の際には「どちらともいえない、わからない」が必要と思う 1

優秀な人材を採用して、人員が足りない部署には増員し、丁寧な仕事ができるようにしてほしい。また、
不正のないようにしっかりチェックしてほしい。町民が安心して住み続けることが出来る町、人に優しく
活気のある町。頑張りましょう！！

2

ライフライン（水道・電気・ガス）料金を安くしてほしいです。 1

町役場の窓口の方は、町の顔になるので、笑顔が多くなると町民の満足度も上がるのではないでしょう
か。人を育てる、人材育成がこれからは必要なのか？

1

町政と町民に”情報の非対称性”があるように見える。町政の「見える化」の強化、他町との比較によっ
て自分たちの難点が明瞭になり、改善にもつながるのでは。

1

このアンケートを有効に利用してほしい。 1

中標津ばんざい 1

子どもの医療費への助成が少ない。人口増加を目指すならそこも重要視すべき問題だと思う。 2

個人的には町税をもっと町民から徴収し、子供がいる世帯や高齢者の負担を減らすべきだと思ってい
ます。安心して子供を育てられる環境であれば、永住したいと思います。

1

固定資産税を新たに値上げするのはもうやめてほしい。安くしてほしい。子育て世帯への補助などもっ
と充実してほしい。

1

子供を育てながら仕事をしている現状で思うことは、平日の子供の預け先はあっても土日祝は困ること
が多々ある。土日祝が働けないと、雇ってもらえない。小学生は児童館があっても時間が合わない。

1

子育てにはハード面は充実していても、結果、お金がとてもかかる不便な町という感じがします。 1

子育ての充実 1

今後は高齢者が増えることは、確実なことから、高齢者に対する生活環境が絶対必要と思う。（高齢者
生活施設など）

1

福祉、介護の充実 1

これから先、5年10年先のことが心配です。今のところ、車の運転もできるし、体の調子も良く、心配はな
いのですが。

1

町立病院小児科で流しているビデオについて、幼児（1～3才くらい）が静かに待っていられず苦労して
いる保護者をよく見かけるので、ビデオを幼児向けのものにしたらいいのではと感じる

1

医療の充実。整形外科的疾患になると釧路までいかなければならない 2

農業の振興
中標津はとても良い町だと思います。色々なものがコンパクトにまとまっていて。しかし、空港に降りて
糞尿臭いのは、イメージダウンですね。町の環境はとてもキレイに整備されていると思います。

1

カジノを作る。リゾート地のような街づくり。 1

大学や専門学校の開設。 1

中標津の食品を一つの場所で買える場所があると便利です。 1

色々なジャンルの職人さん達の移住を促進し、職人さんを育てる町など。 1

町のイベントは活気があっていいと思います。 1

夏の花火の打ち上げについて。例年ほとんど雲にかくれ、花火がきれいに見えずもったいない気がして
います。時期を見直すか天候に合わせるかできませんか。

1

このあたりの紅葉がとても美しいので、観光として紅葉ロードみたいなものがあればいいなと思っていま
す。ミルクロードの所に紅葉を植え、紅葉ロードにするとか。

1

観光資源の充実による産業の振興。 1

若い労働力をしっかり確保できる町になってほしいです。 1

雇用を増加させる為、企業誘致に力を入れる 1

まちづくり・
　行財政分野

健康・福祉・
　　医療分野

観光の振興

協働のまちづくりの推進

コミュニティの育成

計画的な行政経営の推進

子育て支援の充実

地域医療の充実

高齢者施策の充実

雇用対策の推進

経済・
　　産業分野

商工業の振興
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図表99 自由意見一覧
分野 項目 意見集約 件数

計画的な土地利用と
　　　　市街地整備の推進

綺麗な街並み推進。道路の補修、改良、空き家の処分 1

積雪量の多い年など交差点などでは、四方が雪の山になって殆ど見通しのきかない所が大変多く見ら
れる。行政として工夫があって良いのではないか。たとえば町内会組織を動かし、人海戦術にて除排雪
体制を取らせるなど

1

冬期の通学路の除雪作業が通学時と重なっていることが多く見受けられ、不安を感じます。 1

買物に行くのにすごく不便なので、バスの割引券とかハイヤーの割引券があるとすごく助かります。 1

新築住宅に対し、水道管の工事費の補助。町が全額負担。 1

古い空き家を低価格で売買するような空家バンクはないのでしょうか。移住促進用の住宅も家賃が高
すぎて現実的ではありません

1

道、町の住宅を増やし、たくさんの家族が入れるようにしてもらいたい 1

公園・緑地の充実 丸山公園付近は、整備しているが、もっと東橋くらいまで延長してほしい。花火会場ももっと整備を。 1

防犯・交通安全の充実
不審者が出没し、追いかけられた、連れて行かれそうになった等町内でも起きています。小、中、高校
のPTAに、事件の経過、人物像まで知らせてほしい。

1

環境整備と自然破壊のどちらを重視するのでしょうか。重機に山菜が踏み荒らされて今後の収穫が出
来なくなりました。小さな川が整備（コンクリートで固められ）クレソンが消えました。

1

近所迷惑な暴走車などの取り締まり強化！（夜間も） 1

町立中標津病院の芝生にコウリンタンポポ（外来植物）が急成長し、一面に広がっています。近くの民
家にうつり早急な対策が必要と思います

1

何十年後も緑あふれるきれいな町であってほしいです。色々な店が増えるのもうれしいですが、逆に治
安が悪くなってしまうとかなしいです。便利なのもいいけど、田舎の良さもなくさないでほしいです。

1

学校教育の充実
教育の充実。中学校を卒業させると他の地域へ子どもを進学させないといけないのは、町として最悪の
対応である。

1

スポーツの振興 お金はかかるが、球場を早く作ってほしい。町全体がうるおうと思う。 1

道路・交通網の充実

生活基盤分野

住宅施策の推進

教育・文化分野

生活環境分野 環境保全の推進
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Ⅴ【別添】町税等の納付方法に関するアンケート調査結果



町税等の納付方法について

　クレジット納付を導入した場合に利用したいかについてたずねたところ、「利用した

い」が（34.5％）となり、「利用したくない」が（45.5％）となっています。

　性別の“利用したい”人の割合は男性が（34.4％）､女性が（33.8％)と男性が0.6ポイ

ント上回っています。

　年齢別の“利用したい”人の割合は30代が72.2％となっていますが、70歳以上は2.9％

と低くなっています。[図表Ⅰ参照]

（１）

　問Ⅰ　納付方法の一手段として、クレジット納付を導入した場合、利用したいと思い
            ますか？

▼

　● “利用したい”が34.5％、“利用したくない”が45.5％。

図表Ⅰ 町税等のクレジット納付を導入した場合利用したいか（全体、性別、年齢）

【別添】町税等の納付方法
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60代
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利用したい 利用したくない 無回答
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64

65
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27
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回答数

145

性
別

年
齢

1



　クレジット納付を導入した場合利用したい町税等についてたずねたところ、「固定資産税・

都市計画税」（23.0％）が第１位に挙げられ、次いで「上下水道料」（18.7％)、「町道民税

（普通徴収）」（16.5％）、｢軽自動車税」（15.8％）などの順となっています。[図表Ⅱ参照]

　手数料の負担についてたずねたところ、「納付者が負担するもの」が30.0％となり、「町が

負担するもの」が32.0％、「町と納付者双方が負担するもの」が26.0％となっています。

[図表Ⅲ参照]

　問Ⅲ　クレジット納付を導入した場合、手数料についてどのように思いますか？

▼

　● “納付者が負担するもの”が30.0％、“町が負担するもの”が32.0％。

図表Ⅲ 町税等のクレジット納付の手数料について（全体、性別、年齢）

　問Ⅱ　納付方法の一手段として、クレジット納付を導入した場合利用したい町税等はあり
　　　　ますか？【複数回答】

▼

　● 「固定資産税・都市計画税」が第１位。次いで「上下水道料」、「町道民税（普通徴
　　収）」、「軽自動車税」、「国民健康保険税」の順。

図表Ⅱ クレジット納付を利用したい町税等について（全体／複数回答）
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　手数料の負担についてたずねたところ、「納付者が負担するもの」が30.0％となり、「町が

負担するもの」が32.0％、「町と納付者双方が負担するもの」が26.0％となっています。

[図表Ⅲ参照]

▼

　問Ⅲ　クレジット納付を導入した場合、手数料についてどのように思いますか？

　● “納付者が負担するもの”が30.0％、“町が負担するもの”が32.0％。

図表Ⅲ 町税等のクレジット納付の手数料について（全体、性別、年齢）
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参考資料



　町民の皆様には、日頃から町政に対し格別のご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　さて、中標津町では、今後のまちづくりを進めるうえで指針となる
第６期中標津町総合発展計画に基づいて各種取組みを計画的に推進し
ております。
　本調査は、町の取組みに対する町民の皆様の声を調査し、今後の町
政に反映することを目的として、町内にお住まいの20歳以上の方の中
から５００名を無作為に抽出してお願いしております。
　このアンケートは統計的に処理し、本調査の目的以外に利用するこ
とはなく、ご迷惑をおかけすることは絶対にありません。
　まちの将来像「空とみどりの交流拠点・中標津」を目指し、今後の
まちづくりを皆様とともに考えていきたいという趣旨をご理解のうえ､
率直なご意見をお聞かせくださいますようお願いします。

　　平成３０年５月

　　　　　　　　　　　　　　　　　中標津町長　 西　村　　 穣

　１．ご回答は宛名のご本人にお願いいたします。
　２．お答えは、設問ごとに（１つに○印）、（２つまで○印）などそれぞれ
　　　指定していますので、おまちがえのないようお願いします。
　　　○印は、番号を囲むように濃くつけてください。（例　1 ．）
　３．ご記入いただいたアンケートは５月３１日（木）までに同封の返信用
　　　封筒に入れて返送してください。（切手は不要です。）
　４．このアンケートについてのお問い合わせは、下記の連絡先までお願い
　　　します。
　　　　　　　　　　中標津町　総務部　企画課
　　　　　　　　　　電　話：0153-73－3111（内線327）
　　　　　　　　　　ＦＡＸ：0153-73－5333

≪第６期中標津町総合発展計画≫

まちづくり町民アンケート

ご協力のお願い



問 1 それぞれの項目ごとにあてはまる番号１つに○印を付けてください。

　１．20歳代

　２．30歳代

　３．40歳代

　１．農林業

　２．製造業・建設業

　３．卸小売業・飲食業

　４．その他サービス業等
　　　（公務員を含む）

　１．夫婦（子どもはいない）

　２．親子（２世代）

　３．親・子・孫（３世代）

　５．パートタイム・アルバイト

　６．主婦（夫）

　７．無職

　８．学生・その他

（７）あなたの居住地

（８）あなたの居住年数

（３）あなたの職業
　　（※主たるもの）

（４）あなたの通勤・通学先

（５）あなたの家族構成

（６）あなたの出身地

　４．単身（あなた１人）

　５．その他

　１．中標津町 　２．根室管内 　３．道内 　４．道外 　５．国外

　１．町内　　　　　２．町外　　　　　３．該当なし・その他

　１．中標津市街

　２．中標津町農協区域

　１．1年未満

　２．1年以上5年未満

　３．5年以上20年未満

　４．20年以上

　３．計根別市街

　４．計根別農協区域

あなたご自身のことについてお伺いします。

　４．50歳代

　５．60歳代

　６．70歳以上

　１．男性　　 　　２．女性（１）あなたの性別

（２）あなたの年齢

- 1 -



問 2

問 3
①あなたは、今後も中標津町に住み続けたいと思いますか。

１．住み続けたい ３．どちらかといえば住みたくない

２．どちらかといえば住み続けたい ４．住みたくない

 １．日常の買い物が不便

 ２．道路事情や交通の便が悪い

 ３．地域の行事や近所づきあいが面倒

 ４．子どもの保育・教育のことが心配

 ５．町内に適当な職場が少ない

 ６．保健・医療・福祉分野のサービスや

     施設が不十分

 ７．消防・防災・防犯体制に不安を感じる

 ８．スポーツ施設や文化施設が不十分

 ９．生活基盤施設の整備が遅れている

 10．コミュニティ活動など住民の交流がない

 11．情報通信基盤が整っていない

 12．その他

    （具体的に：  　　　　　　                    ）

 １．自然が豊かだから

 ２．教育環境がよいから

 ３．通勤や通学が便利だから

 ４．医療や福祉が充実しているから

 ５．日常の買い物が便利だから

 ６．生活する環境が便利だから

 ７．職場があるから

 ８．親や親戚がいる住み慣れた土地だから

 ９．友人など人間関係があるから

 10．町の将来に希望がもてるから

 11．特に理由はない

 12．その他

     （具体的に： 　　　　　　                    ）

  ②住み続けたい主な理由は何ですか。
       （３つまで○印を付けて下さい。）

  ③住みたくない主な理由は何ですか。
       （３つまで○印を付けて下さい。）

※①で「１．」または「２．」に○をつけた方は
  ②にお答えください。

※①で「３．」または「４．」に○をつけた方は
  ③にお答えください。

愛着度・定住意向についてお伺いします

　　１．感じている　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば感じていない

　　２．どちらかといえば感じている　　　　　　　４．感じていない

あなたは、中標津町に「自分のまち」としての愛着を感じていますか。

定住意向についてお伺いします。

  （１つに○印を付けて下さい。）

     （１つに○印を付けて下さい。）
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問 4

問 5

問 6

問 7

１．満足している

２．どちらかといえば満足している

○満足している理由 ○満足していない理由

※　質問には、あなたの尺度であなたの感じるままにお答えください。自

分が関わっていない部分などでわからない場合は、周囲の状況をもとに考

えてお答え下さい。

今後のまちづくりにおいて、中標津町をどのような特色のあるまちにすべきだと考え
ますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

まちの計画や取り組みに関心を持っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

中標津町全体についてお伺いします。

　１．健康で安心して暮らせるまち　　　　　　 　  ６．広域的な拠点都市機能が集積したまち

　２．酪農や商工業など活力ある産業のまち 　     　７．教育文化スポーツ等の水準の高いまち

　３．自然と共生する美しいまち　　　　　 　　  　８．多くの人が訪れる観光・交流のまち

　４．便利で快適に暮らせるまち　　　　　　　　   ９．その他

　５．町民同士がふれあい豊かに暮らすまち　　　 　　（具体的に：　　　　　　　　　　　   　　）

　１．関心を持っている　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば関心を持っていない

　２．どちらかといえば関心を持っている　　　　　４．関心を持っていない

3．どちらかといえば満足していない

4．満足していない

１．そう感じる

町民と行政が協力してまちづくりが進められていると感じますか。
　(１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。)

全体的にみた中標津町のまちづくりに満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由
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問 8

問 9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問 10

問 11

道路や河川などが適切に維持管理（側溝清掃、草刈りなど）されていると感じます
か。 　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

中心市街地は便利で利用しやすいと感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

○そう感じる理由

公共交通（バス）を利用して、便利に暮らすことができると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

生活環境についてお伺いします

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

○そう感じない理由

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

自然、公園、家の周辺などの「まちの緑」に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由
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問 12

問 13

　

問 14

問 15

問 16

　１．広域幹線道路（国・道道）の整備充実　　　　４．中標津空港の航路の充実

　２．町内幹線道路の整備充実　　　　　　　　　　５．路線バスの利便性向上

　３．地区内の身近な生活道路の整備充実　　　　　６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

今後、町及びその周辺ではどのような道路、交通手段が必要と考えますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

身近な生活環境のなかで、今後どのような施設の整備充実が必要だと思いますか。
（２つまで○印を付けて下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

中標津空港利用の利便性に満足していますか。
（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

２．どちらかといえば満足している

　１．道路の改良、舗装　　　　　　　　　　　　　７．集会所

　２．道路側溝の整備　　　　　　　　　　　　　　８．高齢者福祉施設

　３．ガードレール等交通安全施設　　　　　　　　９．障がい者福祉施設

　４．下水道・排水路　　　　　　　　　　　　　　10．商店・スーパー

　５．駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．街路灯・防犯灯

　６．公園、子どもの遊び場（ひろば）　　　　　　12．その他（具体的に：　　　　　　　　　）

安定して水道水が利用できていると感じますか。
（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

墓地の施設に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）
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問 17

問 18

問 19

問 20

問 21

問 22

お住まいの地域は「良好なまちなみ（住環境）である」と感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

　１．参加している　　　　　　　　　　　　　　　３．あまり参加していない

　２．たまに参加している　　　　　　　　　　　　４．参加していない

　１．している　　　　　　　　　　　　　　　　　３．あまりしていない
　
　２．どちらかといえばしている　　　　　　　　　４．していない

インターネットを活用した社会に対応するため、今後どのような取組みが必要だと思
いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

地域の自然環境や生活環境を保全するため、今後どのような取り組みが必要だと思い
ますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．情報通信基盤（光ファイバーなど）の整備　　５．学校・生涯学習など情報教育の充実

　２．町のホームページの充実　　　　　　　　　　６．個人情報保護対策等セキュリティ強化

　３．申請・届出など手続の電子化　　　　　　　　７．情報弱者への対応

　４．各種行政情報など多様な分野での情報　　　　８．その他

　　　サービスの提供　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．活用している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば活用していない

　２．どちらかといえば活用している　　　　　　　４．活用していない

　１．環境美化活動の支援　　　　　　　　　　　　６．緑あふれる景観づくりの支援

　２．ごみ減量化・リサイクル活動の支援　　　　　７．自然保護運動の支援

　３．不法投棄など取り締まりの強化　　　　　　　８．自然環境の調査・監視体制の強化

　４．河川の水質浄化対策の推進　　　　　　　　　９．環境保全意識の啓発

　５．省エネルギーや新エネルギーの導入　　　　　10．その他（具体的に：　　　　　　　　　　）

日頃から家庭で災害（地震や風雪災害など）への備えをしていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

日常生活でインターネットなどを活用していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

地域や企業などでの防犯活動に参加していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

- 6 -



問 23

問 24

問 25

問 26

問 27

　健康保険や年金の制度に関して、知りたい情報が得られていると感じますか。
   　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．そう感じる

３Ｒ運動（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再生使用）をし
ていますか。（１つに○印を付けて下さい。）

　１．知っている　　　　　　　　　　　　　　　　２．知らない

環境問題への取り組みについてお伺いします

３．どちらかといえばそう感じない

　１．している　　　　　　　　　　　　　　　　　３．あまりしていない

　２．どちらかといえばしている　　　　　　　　　４．していない

町の消防・防災対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．意識している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば意識していない

　２．どちらかといえば意識している　　　　　　　４．意識していない

４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

　１．消防・救急体制（消防署）の充実　　　　　　７．防災施設（避難場所や消火栓など）

　２．消防団の体制の充実　　　　　　　　　　　　　　の整備充実

　３．防火・防災意識の啓発活動の充実　　　　　　８．災害時の情報連絡体制の充実

　４．消火訓練・避難訓練の充実　　　　　　　　　９．河川など災害発生危険箇所の整備

　５．地域における自主防災組織の育成　　　　　　10．その他

　６．防災ボランティアの育成 　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

消費生活に関する相談窓口が役場にあることを知っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

日頃から環境問題（温暖化、省エネルギー、ごみ減量など）について意識しています
か。（１つに○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる
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問 28

問 29

問 30

問 31

問 32

町の商業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．意識している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば意識していない

　２．どちらかといえば意識している　　　　　　　４．意識していない

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

２．どちらかといえばそう感じる

　１．参加している　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば参加していない

　２．どちらかといえば参加している　　　　　　　４．参加していない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

　森林づくり活動（植樹、下刈・枝打ち体験等）に参加していますか。
　　（１つに○印を付けて下さい。）

　地元の農畜産物（乳製品、肉、野菜、加工品等）を身近に感じますか。
　　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

産業振興についてお伺いします

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

　１．商店の専門店化や品揃えの充実　　　　　　　６．駐車場や自転車置き場の整備

　２．歩道やトイレ、ベンチ等の環境整備　　　　　７．後継者（若手経営者）の確保・育成

　３．地元商業者主体の共同店舗等の整備　　　　　８．核となる大型店の誘致

　４．休業日、営業時間の改善など　　　　　　　　９．その他

　５．イベント、売出し等共同事業活発化 　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

まちの観光資源（景観、場所、食、イベントなど）に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

４．そう感じない

地元で買い物をすることを意識していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）
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問 33

問 34

問 35

問 36

町の観光を振興するため、今後どのようなことに特に力を入れるべきだと思います
か。（２つまで○印を付けて下さい。）

雇用対策（通年雇用、雇用の創出・確保など）に満足していますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

　１．美しい景観の保全・整備　　　　　　　　　　７．観光ルート設定や観光案内標識整備

　２．既存観光施設の充実　　　　　　　　　　　　８．町外への観光ＰＲや情報提供の強化

　３．地域特色のある観光・体験施設整備　　　　　９．地域性のある各種イベントの充実

　４．観光サービス施設の整備　　　　　　　　　　10．来訪者へのサービスの向上

　５．地域特色のある料理、土産品の開発　　　　　11．その他

　６．リゾート施設やテーマパークの整備 　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　 ）

２．どちらかといえば満足している 4．満足していない

○満足している理由 ○満足していない理由

１．満足している 3．どちらかといえば満足していない

保健・医療・福祉についてお伺いします

地域医療、救急・災害時医療体制に満足していますか。
　（1つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

○満足している理由 ○満足していない理由

　町の保健・医療対策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　　（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．医療機関の充実　　　　　　　　　　　　　　７．健康づくり活動の充実

　２．救急・休日・夜間医療の充実　　　　　　　　８．健康に関する知識の普及

　３．往診・訪問看護など在宅医療の充実　　　　　９．保健師などの訪問活動の積極的推進

　４．各種検診の充実　　　　　　　　　　　　　　10．食育や食生活改善運動の推進

　５．感染症対策の充実　　　　　　　　　　　　　11．その他

　６．健康教育や健康相談の充実 　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　 ）
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問 37

問 38

問 39

問 40

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

地域や家庭で子どもが安心して育てられていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らしていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

町の子育て環境を充実させるため、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
（２つまで○印を付けて下さい。）

　１．保育所の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．子どもの遊び場など公園の整備

　２．子育てに関する相談・学習・交流の場の充実　　　　　６．児童館の整備

　３．子育て関係団体・ボランティアのネットワーク化　　　７．児童虐待の予防・解消対策の推進

　４．学童保育の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．生きがいづくりや働く場の充実　　　　　　　　５．介護保険サービスや施設の充実

２．安心して利用できる道路づくりや施設づくり　　６．高齢者保健福祉サービスや施設の充実

３．高齢者と若い世代の交流機会の充実　　　　　　７．地域で見守るような住民の助け合い活動の育成

４．学習機会や健康づくり・スポーツの場の充実　　８．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　）

町の高齢者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）
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問 41

問 42

問 43

問 44

１．相談窓口や情報提供の充実　　　　　　　　　　　６．就労に向けた支援や雇用環境の整備

２．障がいの早期発見と教育・療育の充実　　　　　　７．障がいへの理解や交流

３．在宅支援サービスの充実　　　　　　　　　　　　８．社会参加の促進

４．入所施設やグループホーム等の整備　　　　　　　９．ボランティア活動などの地域福祉活動の促進

５．ユニバーサルデザインなどによるまちづくりの　  10．その他

　　推進　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

障がい者サービスが整っていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

町の障がい者施策について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

身近なところで相談でき、支えてもらえる福祉の制度・活動があると感じますか。
（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

健康診査やがん検診を毎年受けていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

　１．毎年受けている　　　　　　　　　　　　　　３．定期的ではないが受けたことがある

　２．毎年ではないが定期的に受けている　　　　　４．受けたことがない
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問 45

問 46

問 47

問 48

問 49

問 50

１．参加しているし、今後も参加したい　　　　　　２．参加してないが、今後は参加したい

３．参加しているが、今後は参加するつもりはない　４．参加してないし、今後も参加するつもりはない

教育・文化・スポーツについてお伺いします

文化・芸術の鑑賞や発表機会が充実していると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

　１．家庭のしつけをとおした思いやりの　　　　　６．音楽や美術に力を入れた教育

　　　心の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　７．情報化に対応できる教育

　２．地域ぐるみでの子どもの育成活動　　　　　　８．基礎的な学力の向上を目指す教育

　３．ボランティア活動に重点をおいた教育　　　　９．食育に関する教育

　４．地域特性や地域の人材を活用した特色　　　　10．いじめなどの心の問題への対応

　　　ある教育　　　　　　　　　　　　　　　　　11．子どもの安全・安心対策の強化

　５．スポーツに力を入れた教育　　　　　　　　　12．その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

子どもの豊かな人間教育のために、どのようなことが必要だと思いますか。
　（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由

　１．取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　３．あまり取り組んでいない

　２．どちらかといえば取り組んでいる　　　　　　４．取り組んでない

　１．得られている　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえば得られていない

　２．どちらかといえば得られている　　　　　　　４．得られていない

生涯学習情報誌｢らいふまっぷ｣から知りたい情報は得られていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。)

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

児童生徒が適切な環境の下で学習していると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

青少年を見守る活動に参加していますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

文化活動・芸術活動に取り組んでいますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

○そう感じない理由
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問 51

問 52

問 53

問 54

問 55

　１．女性の働く場所の充実　　　　　　　　　　　６．男女の固定的な役割分担意識解消に

　２．保育や介護サービスの充実など働き　　　　　　　向けた啓発

　　　やすい環境の整備　　　　　　　　　　　　　７．町の審議会や委員会などへの女性の

　３．育児・介護休業制度の一層の普及　　　　　　　　登用

　４．女性の就労条件など企業に対する啓発　　　　８．男女共同参画についての学習の充実

　５．女性のための職業訓練の機会の提供　　　　　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　）

男女が平等に参加できる社会を形成するため、今後どのような取り組みが必要だと思
いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

  生涯学習活動・文化活動をより活発にしていくためには、どのようなことが必要だ
と思いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

４．そう感じない

スポーツ活動をより活発にしていくためには、今後どのような取り組みが必要だと思
いますか。（２つまで○印を付けて下さい。）

男女が平等に参加できる社会の仕組みになってきていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

　１．取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　３．あまり取り組んでいない

　２．どちらかといえば取り組んでいる　　　　　　４．取り組んでない

　１．各種講座などの情報提供の充実　　　　　　　６．音楽・美術などの鑑賞機会の充実

　２．指導者や相談体制の充実　　　　　　　　　　７．学習・文化活動等の発表機会の充実

　３．各種講座や催し物の内容の充実　　　　　　　８．学習・文化団体への支援

　４．文化施設など活動の場の整備充実　　　　　　９．文化イベントの企画・開催

　５．史跡・文化財の保存や伝統文化の　　　　　　10．その他

　　　後継者の育成 　　　　　　　　　　　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

　１．指導者や相談体制の充実　　　　　　　　　　５．スポーツ団体への支援

　２．各種講座などの情報提供の充実　　　　　　　６．スポーツイベントの企画・開催

　３．各種講座や催し物の内容の充実　　　　　　　７．その他

　４．スポーツ施設など活動の場の整備充実　　　　　 （具体的に：　　　　　　　　　　　　　）

人権・男女共同参画についてお伺いします

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

運動やスポーツに取り組んでいますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）
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問 56

問 57

問 58

問 59

問 60

女性が抱える様々な悩みに対応する相談窓口があることを知っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

　１．知っている　　　　　　　　　　　　　　　　２．知らない

取り組みに対する費用負担についてお伺いします

国際交流や他地域との交流に参加したいと思っていますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

地域間交流についてお伺いします

４．そう感じない

国内外との交流活動について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
　 （２つまで○印を付けて下さい。）

　１．賛成である　　　　　　　　　　　　　　　　４．どちらかといえば反対である

　２．どちらかといえば賛成である　　　　　　　　５．反対である

　３．どちらともいえない　　　　　　　　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．国内外の姉妹・友好都市交流　　　　　　　　６．案内板や刊行物等の外国語併記

　２．スポーツ、文化を通じた人的交流　　　　　　７．地域の歴史等を通じた交流

　３．文化などを紹介するイベント　　　　　　　　８．その他

　４．町内や隣接圏域の外国人との交流会　　　　　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　）

　５．学校教育・生涯学習などでの外国語教育

北方領土問題についてお伺いします

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

　これまでの設問4から設問59において、今後必要と思われる取り組みなどについ
て、おたずねしてきましたが、選択された取り組みなどの実施・実現のためには、町
民の費用負担が必要となる場合がありますが、どのように考えますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

北方領土問題を身近な問題として感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

　１．そう思う　　　　　　　　　　　　　　　　　３．どちらかといえばそう思わない

　２．どちらかといえばそう思う　　　　　　　　　４．そう思わない

２．どちらかといえばそう感じる

○そう感じる理由 ○そう感じない理由
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問 61

問 62

　１．現在、参加しているし、今後も参加したい

　２．現在、参加してないが、今後は参加したい

　３．現在、参加しているが、今後は参加するつもりはない

　４．現在、参加してないし、今後も参加するつもりはない

　地域活動・ボランティア活動についてお伺いします。
①　あなたの地域活動・ボランティア活動への、現在の参加状況と、今後の参加意向
についておたずねします。（１つに○印を付けて下さい。）

中標津町役場についてお伺いします

３．どちらかといえばそう感じない

町の情報について、知りたい情報が得られていると感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

【 ①で「１．」または「２．」に○をつけた方にお伺いします。 】
　②　あなたは、今後（今後とも）どのような地域活動・ボランティア活動に参加したいと思
いますか。（３つまで○印を付けて下さい。）

住民活動等についてお伺いします

　 １．町内会や自治会などの活動

　 ２．公園・道路の清掃や花壇の世話

　 ３．自然保護や環境保全、リサイクル等に関する活動

　 ４．農協や商工会などの活動

　 ５．老人クラブや女性団体、子ども会などの活動

　 ６．子育て支援に関する活動

　 ７．ＰＴＡ、青少年の健全育成に関する活動

　 ８．教育・文化・スポーツ活動の指導・運営に関する活動

　 ９．伝統芸能の保存に関する活動

 　10．高齢者や障がい者の手助けなど福祉に関する活動

 　11．通院介助や健康管理の指導など保健・医療に関する活動

 　12．募金や寄付、バザー等に関する活動

 　13．地域づくりやまちおこしに関する活動

 　14．自主防災や災害援助に関する活動

 　15．交通安全に関する活動

 　16．パトロールなど防犯に関する活動

 　17．国際交流、国際協力に関する活動

 　18．その他（具体的に： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．そう感じる

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由
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問 63

問 64

　
第6期中標津町総合発展計画（計画期間：平成23年度～平成32年度）では、平成
32年度の将来人口を25,000人（平成29年3月末現在　23,582　人）と設定して
いますが、目標達成には今後どのような取り組みが必要だと思いますか。

１．そう感じる ３．どちらかといえばそう感じない

役場の窓口はわかりやすく、利用しやすいと感じますか。
　（１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。）

２．どちらかといえばそう感じる ４．そう感じない

○そう感じる理由 ○そう感じない理由

将来人口目標についてお伺いします
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問 65
　

問 66

問 67

行政との関わりについてお伺いします

　１．的確迅速な行政情報の提供・公開のための、広報活動の充実

　２．できるだけ多くの住民の意見や要望を聞くための、広聴活動の充実

　３．講座や教室の開催等を通じた、まちづくりに関する学習機会の提供

　４．地域活動・ボランティア活動を活性化するための仕組みづくり

　５．町民参画・協働のまちづくりの方向性や基本的な役割分担等を定めた自治基本条例の

　　　適切な進行管理

　６．各種行政計画策定の際の審議委員の一般公募、パブリックコメント（ホームページ等

　　　を通じた住民意見の募集）の充実

　７．公共施設の整備・管理や公共サービスの提供への町民及び民間の参画・協働を促進す

　　　る仕組みづくり

　８．新たなまちづくりの担い手としてのＮＰＯ（民間非営利組織）等の育成・支援

　９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

これからのまちづくりは、より多くの住民の皆さんが町政に参画して、課題解決や地

域づくりを行う「町民参画・協働のまちづくり」が重要なテーマとなります。あなた

は、この「町民参画・協働のまちづくり」を進めるためには、行政に何が必要だと思

いますか。(２つまで○印を付けて下さい。）

防災対策（情報収集）についてお伺いします

あなたは、防災のための情報をどこから得ていますか。
　（あてはまるもの全てに○印を付けて下さい。）

　コミュニティＦＭラジオを活用した防災放送についてお伺いします。
あなたは、コミュニティＦＭラジオを活用した防災放送を聴いたことがありますか。
　（１つに○印を付けて下さい。）

　　１．「広報中標津」　　　　　　　　　　　　　４．コミュニティＦＭラジオを活用した防災放送

　　２．中標津町緊急情報メール「キキボウ」　　　５．テレビ

　　３．インターネットやスマートフォン　　　　　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　１．よく聴いている　　　　　　　　　　　　　３．放送していることは知っているが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴いたことはない

　　２．たまに聴いている　　　　　　　　　　　　４．放送していることを知らず、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴いたことがない
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＜ 自 由 意 見 欄 ＞

自由意見について

最後のページに続く→

◎　あなたの生活で現在もしくは将来に向けて町の行政に望むことやまちづくりについて、ご
意見などがございましたらご自由にお書きください。

- 18 -



問 Ⅰ

問 Ⅱ

問 Ⅲ

問 Ⅳ

　　　 ※　ご記入いただいた調査票は５月３１日（木）までに同封の返信用封筒に
　　　　　 入れて返送してください。（切手は不要です。）

ご協力ありがとうございました。

納付方法の一手段として、クレジット納付を導入した場合利用したい町税等はあり
ますか？（番号に○印を付けてください※複数回答可）

町税等の納付方法についてお伺いします。

納付方法の一手段として、クレジット納付を導入した場合、利用したいと思います
か？(１つに○印を付けていただき、その理由をご記入下さい。)

１．利用したい 2．利用したくない

別添

　１．町道民税（普通徴収）※納付書や口座振替で納付する住民税   　６．介護保険料
　２．固定資産税・都市計画税   　　　　　　　　　　　　　　　　　７．上下水道料
　３．軽自動車税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．その他（　　　　　　　　）
　４．国民健康保険税　　　　　　　　   　 　 　　　　　　　　　　 ９．わからない
　５．後期高齢者医療保険料

クレジット納付を導入した場合、手数料についてどのように思いますか？
（１つに○印をつけてください）

　１．納付者が負担するもの　　　　　　　　　　　３．町と納付者双方が負担するもの

　２．町が負担するもの　　　　　　　　　　　　   ４．わからない

その他、町税等を納付しやすくするためのアイデアなどご意見がありましたら、記入
してください

○利用したい理由 ○利用したくない理由

※「利用したい」に○を付けた方は問Ⅱにお進みください ※「利用したくない」に○を付けた方は、
　　問Ⅳへお進みください
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